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名古屋市長

河 村  たかし

巻 頭 言

名古屋市水道事業における
施設整備
【計画的な施設整備】
　名古屋市の水道事業は、大正3年に給水を開始して
以来、最も重要な基幹ライフラインとして市民生活と名
古屋の都市活動を支えてきました。この間、必要な施設
整備と適切な維持管理を行いながら、継続的に経営努
力に取り組み、今日では名古屋の水道水は「おいしい」
との評価も定着し、水道の本質的な使命である安心・
安全でおいしい水道水の安定供給を実現しています。
　一方で、過去 20年間において水道料金収入は減少
傾向にあり、また今後本市の人口が減少に転じること
も見込まれている中、昭和40年代から50年代にかけ
て整備した水道基幹施設や膨大な管路施設を適切に更
新していく必要があります。さらには、今後 30年以
内の発生確率が70〜 80％とも言われている南海トラ
フ巨大地震の切迫性の増大、気候変動に起因する風水
害の激甚化や頻発化、新型コロナウイルス感染症の流
行など、本市の水道事業を取り巻く環境はかつて経験
したことのない局面を迎えています。
　こうした中、本市では、中長期的な経営の基本計画と
して、令和2年3月に策定した「名古屋市上下水道経営
プラン 2028」に基づき、より長期的な展望に立ち、健
全な経営のもと持続可能で強靭な上下水道システムを

構築することを目指し、事業を進めているところです。
　典型的な装置型産業である水道事業においては、施
設の更新を計画的に進めるにあたって、水道システム
全体の最適化を見据えた長期的な将来像の検討と更新
需要の把握が重要となります。本市では、これまでの
使用実績、調査研究結果、技術的知見及び施設の特性
などから、施設の更新時期の目安として目標耐用年数
を定めるとともに、劣化予測により将来的な施設の状
態を推測することで更新時期を把握しています。高度
経済成長期に施設の整備、増強を集中的に行ってきた
ことから、更新時期も集中することが見込まれますが、
施設の更新時においても安定した水道サービスを提供
するために必要な能力、機能の維持や事業費、事業量
を考慮すると同時期に一斉に更新を行うことは困難で
す。そのため、長期的な視点に立ってアセットマネジ
メントの取り組みを進めながら事業費の抑制に努める
とともに、施設の耐震化などを考慮した更新時期の前
倒し、耐震補強及び予防保全の実施などによるさらな
る長寿命化により更新事業の平準化を図っています。
また、地震対策や環境保全への取り組みなどと整合を
図りながら更新を進めることで、効果的に機能向上に
取り組んでいます。
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　具体的な施策につきましては、これまで犬山系導水
路A管や東山配水場配水池の更新など、老朽化施設
の更新にあわせた耐震化などを行ってきました。令和4
年度は、引き続き災害に対する安全性の向上を図るた
め、朝日系導水路B管や鳴海配水場などの更新にあわ
せた耐震化、長時間停電時に備えた非常用発電設備の
整備などを進めています。さらに、春日井浄水場凝集
沈澱池の整備にあたっては、
本市水道事業において初め
てPPP/PFI手法を導入する
こととし、配水管について
は、老朽化した管路の計画
的な更新及び耐震化、特に
指定避難所や地域防災活動
拠点などの防災拠点へ至る
配水管の耐震化を優先的に
進めているところです。

　こうした施設整備に加え、名古屋のおいしい水道水
は、水源である木曽川の豊かできれいな水の恩恵を受
けていることから、木曽三川流域の水環境保全や地域
振興を目的とした様々な連携や交流の取り組みも推進
しています。また、本年 6月 14日には、かねてから
交流のある木曽川「源流の里」である長野県木祖村を
訪れ、森林環境譲与税を充当する「ローカルSDGｓ推
進事業」を連携して実施していくため、木祖村と協定

を締結したところです。

【なごや上下水道110周年】
　最近のトピックスについても少しご紹介します。本
市の上下水道事業は、令和 4年度に下水道供用開始
110年、令和 6年度に水道給水開始 110年を迎えるこ
とから、令和 4年度から令和 6年度の 3カ年を「なご
や上下水道 110周年」と位置づけ、「職員の意識醸成」
と「重点的な広報」を大きな柱として取り組みを進め
ています。また、本年 10月には公益社団法人日本水
道協会の全国会議が本市で開催されます。全国から水
道関係者が集結し、最新の知見が共有されることと思
いますが、併せまして本市水道事業の施設や歴史に触
れていただく機会としていただければと考えていま
す。ぜひ名古屋にお越しください。

【今後に向けて】
　これまで「断水のないなごやの水道」という伝統を
築くことができているのも、水源地の皆様や水道事業
に携わっていただいた関係の皆様のご尽力、市民の皆
様のご理解とご協力によるものと思っています。また、
水道資機材メーカーの皆様による長年にわたる地震に
強い材料の開発、資機材の機能強化に向けた継続的な
取り組みは、本市水道施設の適切な資産管理の取り組
みや耐震化の向上に大きな役割を果たしています。こ
れまでに積み重ねてきたこの給水サービスを将来にわ
たって持続していくため、引き続き長期的な視点に立
ちつつ、社会経済状況の変化に応じた取り組みを進め
ていかなくてはなりません。今後予定されているリニ
ア中央新幹線の開業に向けた名古屋駅周辺のまちづく
りとも連携しながら施設整備を行うとともに、産学官
の連携やデジタルトランスフォーメーションの推進な
ど、新たな業務のあり方や柔軟な働き方を構築し、経
営プランに掲げた施策を着実に実施して、安心・安全
でおいしい水道水の安定供給に一丸となって取り組ん
でいきます。　
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（公益社団法人）日本水道協会
理事長

青 木  秀 幸

理
事
長
に
就
任
し
て

　本年６月に開催された日本水道協会第100

回総会及び理事会において、理事長に選任い

ただきました青木です。今年は協会が昭和７

年に設立されてから90周年という節目の年

にあたり、伝統と歴史ある日本水道協会の理

事長に選任いただいたことは、身に余る光栄

であるとともに、その重責に改めて身の引き

締まる思いです。

　昨今、水道界を取り巻く環境は厳しさを増

しており、とりわけ、人口減少社会にあって

給水収益が減少に向かう一方、経年化が進む

施設の更新や、近年、激甚化・頻発化する地震・

豪雨等をはじめとする災害への対応などにつ

いては、早急かつ継続的に取り組んでいかな

ければなりません。

　こうした中、平成30年 12月には改正水道

法が成立し、事業の基礎的要素である「ヒト」

「モノ」「カネ」という経営資源を手当てし、

基盤強化を通じ、諸課題を乗り越えていくた

めのフレームが示されたところです。

　私は、昭和61年に東京都に採用され、36

年間の都庁人生のうち30年間を水道局の職

員として勤めさせていただきましたが、当時

も現在も、水道を支えるのは「ヒト」であると

いう想いは変わりません。

　現在、日本全体として若年人口が減少傾向

にあり、東京都水道局も技術職の志願者が

減っています。全国の水道事業体も、また、

民間企業においても同様の傾向にあるのでは

ないでしょうか。

　今夏も豪雨災害が発生し、各地に甚大な被

特別寄稿
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害をもたらしましたが、水道に精通した人材

の重要性は、平常時はもとより、災害時にお

いて特に顕著に表れるのではないかと感じて

います。

　東京都水道局時代、平成16年中越地震、

平成28年熊本地震において、先遣調査隊や

復旧隊として、直接、被災地に伺う機会があ

りました。現地では、住民の方々から寄せら

れる問い合わせへの対応や、各地から駆けつ

けた応援隊の受け入れなど、大変な混乱状況

にありました。また、“水道は毎日が危機管理”

とも言われます。日常的に発生する管路や設

備事故の際にも、昼夜を問わず、対応するこ

とが必要になります。

　災害や事故をはじめ緊急時の様態・形態は

様々であり、一つとして同じ状況はありませ

んが、これまでの豊富な経験や知識などに

よって、あらゆるケースを想定して最適解を

導き出し、迅速かつ的確に対応できる人材が

不可欠です。

　また、一方で、局を退職して外側から水道

界を眺めた時、業界全体に明るさが少ないな

…と感じました。人口が減って料金収入が減

少傾向となる中、老朽化が進み、更新しなけ

ればならない施設がある。耐震化も必要だし、

そのために民間活用や広域連携を進めなけれ

ばならない…それらは水道界全体の課題でも

あるし、解決してきちんと事業が回るような

仕組みを作りましょう、ということは改正水

道法でも掲げられている基盤強化の根底にあ

ります。

　しかし、これらの取組みを着実に、そして、

より発展的に進めていくためには、水道界

を担う人材が必要となります。

　そのためにも、次代を担う人のために「水

道ってここが面白い！」という明るいニュー

スや水道の魅力を、一つでも多く発信して

いきたいと考えています。“水と空気は意識

する機会がない”とされるまで、高度に整

備された我が国の水道が、高い技術と人々

の不断の研鑽によって支えられていること

を、学生にも関心が高いSDGsへの取組な

どを通して知ってもらい、水道の面白さに

魅力を感じ、水道界を志していただきたい

と思っています。そして、多くの優秀な人

材が水道界に集まり、“水道愛”をもった職

員を育成していくことによって、新たな好

循環が生まれ、諸課題の解決に継続して取

り組んでいけるようになると考えています。

　日本水道協会は、産官学の垣根を越えて、

あらゆる関係者をつなげる存在です。

　コロナ禍を経て、“顔の見えるつながり”

の重要性が再認識される今、これまで長い

歴史の中で培われてきた水道界の連携を大

切に…そして、これからは、関係者の距離

を一層縮め、さらなる飛躍への原動力に変

えていければと考えています。そして、自

らもその「使命感」を持ち続け、理事長とし

ての職を精一杯全うして参ります。

　どうぞ、日本ダクタイル鉄管協会の皆さ

まをはじめ、関係各位のご指導・ご鞭撻を

よろしくお願い申し上げます。
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（一般社団法人）
日本ダクタイル鉄管協会
理事長

木 村  康 則
理事長就任の
ご挨拶

ご挨拶
　本年６月、日本ダクタイル鉄管協会の理事長
に就任することになりました木村康則です。日
頃より、当協会の活動に対してのご理解、ご協
力を賜りまして、心より感謝いたします。
　コロナ感染症の蔓延による社会・経済活動の
停滞、働き方の変化やウクライナへのロシアの
侵攻による燃料費や原材料費の高騰などによ
り、水道事業体、水道関係業界を取り巻く事業
環境は厳しい状況にあります。
　こうした状況の中、当協会の要職を務めるこ
とになり身の引き締まる思いです。これまでの
水道事業体、日本水道協会そして日本ダクタイ
ル鉄管協会関東支部長としての協会活動など
の経験を活かして一層信頼される協会を目指
すとともに、協会活動を通じて、水道事業体や
水道界の持続・発展に、少しでもお役に立てれ
ばと思っています。引き続き、皆様のご支援・
ご指導をお願いします。

環境変化及び課題
　新型コロナ感染症の流行は数年に及び、水道
事業における施設の維持・運転管理への対応、
産業界における生産・流通などへ様々な影響を
及ぼしています。直接的な影響のほか在宅勤務
の励行、WEBを活用した業務など、働き方、
業務手法の変化などに対応せざるを得ないな
ど、水道事業体及び水道関係業界の皆様は大変
ご苦労されてることと思います。

　協会活動においても、対面で行う技術説明・
継手接合講習会等は、大幅に減少し、協会セ
ミナーは、開催中止やWEB開催を余儀なくさ
れ、一時は水道事業体の皆さんと交流がほとん
ど出来なくなる状況になりました。
　一方、水道事業においては、コロナ感染症が
蔓延の中でも、人口減少等による料金収入の
減少や職員の減少を踏まえた事業運営や施設
の老朽化への対応等、課題が山積しており、今
後一層の取組みが求められています。また、切
迫性が指摘されている南海トラフ地震や首都
直下型地震の発生も危惧されており、近年にお
ける台風・集中豪雨等による自然災害の多発な
ど、これまでにない災害リスクの高い状況にあ
ります。

環境変化に応じた協会の取組み
　こうした厳しい環境の中、水道事業体では、
「強靭で持続可能な水道システムの構築」に向
け、経営基盤の強化の取組みや施設の更新・耐
震化の促進に取り組まれています。
　日本ダクタイル鉄管協会では、コロナ流行の
教訓も踏まえ取り巻く環境の変化や水道事業
体等の取組みを機敏にとらえ協会活動に取組
んで行きたいと考えています。
　基本活動である耐震継手管の技術説明会・継
手接合講習会においては引き続き鋭意取り組
むとともに、水道事業体や管工事業者の皆様の
置かれている事業環境や職員・従業員の状況に
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応じた説明資料や開催方法などについて検討
し改善・見直し等を行いたいと思っています。
　協会セミナーは、水道に関する研究や知見を
お持ちの大学教授や水道事業の課題に先進的
に取り組まれている事業体の方々を講師にお
招きして開催していますが、参加の皆様と講演
して頂いた大学教授や事業体の講師の方々、協
会会員メーカー等と直接交流することで産学
官の連携・協力が深められる機会でもあります。
今後も、会場に参加して頂くことを基本に、コ
ロナ対策を遵守し、水道事業体の皆様の実情に
即したテーマを取り上げ、より充実した取り組
みを進めてまいります。
　水道界では、今後の人口減少等に伴い、人材
確保及び労働者不足が深刻な問題となってい
ます。当協会としても、水道事業体及び管工事
業者の皆様との新たな連携や支援等について
課題は多いとは思いますが検討し取組んで行
ければと思っています。

事業体間の情報交換と連携
　現在、当協会では、水道事業体が抱える管路
工事の設計・積算業務等の課題解決の参考とな
る取組みや事例等の議論、情報交換を行う場と
して「管路更新を促進する工事イノベーション
研究会」を設置し18事業体に参加頂き活動を
行っています。事業体間での情報共有や様々な
事例等を議論することが課題解決へのヒント
等になり今後の取り組みのきっかけにもなっ
ています。水道事業における様々な課題の解決
においては事業体間の情報交換や連携が不可
欠だと強く思っているところです。
　しかし、中小事業体では、特に実務レベルの
情報交換の機会が、隣接する事業体同士でも少
ない状況にあり、また職員数も限られるため課
題の解決事例等の情報収集も難しい状況にあ
ります。一方では、管路工事などに関する実務
面の様々な課題の解決について模索されてる
事業体が多くあると感じています。

　当協会では、こうした状況を踏まえ事業体間
の情報交換や連携を促す機会を作ることが実
務課題等の解決の一助になるのではないかと
考え「事業体間の交流の場」の提供について検
討していきたいと思っています。

「現場」を原点に、連携・協力で
　「耐震継手ダクタイル鉄管」は、強靭な管体
と優れた継手性能により地震に強いだけでな
く、近年増加する台風・豪雨などの自然災害に
耐えた事例も多く、多くの水道事業体に信頼さ
れ管路の更新・耐震化に採用頂いています。
　こうした信頼に応えるためには、地震や台
風・豪雨等の自然災害で得られる情報も含め水
道事業体や工事現場等から発信される様々な
情報を把握し、検証・評価を行い技術開発や的
確な技術説明等に繋げていく「現場」の視点が
不可欠と思っています。水道事業体の皆様、工
事関係業者等の皆様には、引き続き協会の諸活
動へのご意見や助言を頂くとともに、様々な現
場情報の提供にご協力をお願いいたします。
　今後、協会活動もWEBによる打合せ・会議、
技術説明、IT/IoTを活用した業務手法等、変
化は避けれませんが、こうした変化に対応しつ
つ「現場」を原点に、当協会支部長・顧問及び
会員メーカーの皆さんとより一層の連携・協力
を行い、協会活動に取り組んでまいりたいと思
います。今後とも、日本ダクタイル鉄管協会の
諸活動への皆様のご支援・ご協力を重ねてお願
いしまして就任の挨拶とさせて頂きます。

管路更新を促進する工事イノベーション研究会
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「水道一家」の精神を受け継ぎ技術の継承に力を注いでいる。
今回の座談会では名古屋市の人材育成について、名古屋大学の
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まれている事務部門・技術部門の人材育成、研修プログラム
などを話題にして、また実際の災害時にどういった応援活動を
行い、研修等が活きた事例などについて語り合っていただいた。
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─始めに平山准教授から現在の水道界の課題に
ついて、話題提供をお願いします。

平山准教授 ： まず、全国の水道事業体では更新・
耐震化を進めていくことが重要という認識は一
致していると思うのですが、それが遅々として
進まないことがあります。水道界だけではない
ですが、職員数の減少による技術の継承、人材
育成の問題があります。水道水がでないとなれ
ば、市民生活や経済活動に多大な影響があり、
住民の皆さんや議会ともコミュニケーションを
とりながら、これらの課題を乗り越えるべく業務
を遂行していく必要があるかと思います。
　
─では、名古屋市の水道の概略をお話しくだ
さい。

早川課長： 名古屋市の水道は大正3年9月に給
水を開始し、令和 2 年度末の数値ですが、給水
人口は市外給水を含めて、約245万人となって
います。１日最大給水量81万6,694㎥、１日平均
給水量は75万9,915㎥、有収率が95.04％、漏水
率が 2.2％です。配水管の総延長は、口径100㎜
以上が 5,922㎞、100㎜未満が 2,498㎞、合計で

約8,420㎞、名古屋からサンフランシスコまでの
距離となります。配水管の割合としてダクタイル
鉄管は65.1％。100㎜以上はほぼダクタイル鉄管
です。現在、令和元年から 5 年にかけて、第 5 次
配水管網整備事業を実施、年間 102㎞の配水管
整備を行っており、管路の更新率は 1.29％です。
老朽化した配水管を更新する際には耐震管である
GX形（口径 100 ～ 400mm）を使用しています。
南海トラフ地震に対して耐震性を有する管の割
合は、一部 K 形も含まれますが、62％となって
います。年間約 1％ずつ、数字を上げています。
課題としては、料金収入が伸び悩んでいる中で、
事業費が高騰していることです。

─では、忠田室長から、名古屋市の職員育成に
ついてのプログラムを紹介いただけますか。

忠田室長 ： 重要な経営資源でもある人材育成を
推進し、職員として必要な能力の維持向上を図る
とともに高い士気をもって業務を行えるよう、
また、風通しのよい活気ある職場づくりに寄与
することを目的に職員研修計画を策定しています。
研修の体系としては基本研修をベースに、業務
上必要な知識スキルを学ぶ実務研修を中心とし
ながら、その他、視野拡大をめざすステップ
アップ研修、OJTを支援する OJT支援研修、
専門的な知識技術を習得するための外部派遣
研修を行っています。　　　
　基本研修は、事業運営に必要な基礎的知識の
早期習得や職務執行能力向上を図るとともに
視野の拡大につなげることを目的として、対象は
新規採用職員、採用後2～3年目職員と、採用後
3 年目までに必要な基本的知識や技術を習得する
内容とし若手職員の育成に力を注いでいます。
　実務研修は、特定の業務を円滑に遂行する上
で身につけることが求められる知識・スキルを
養成することを目的としており、研修には事務、

早川課長

座談会
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進室で行なわれる研修でして、私から主に日常
業務の職場で技術継承の取り組みを紹介します。
技術系の職員として、浄水場や管路センター、
営業所に技師（行政職）と業務技師（技能労務職）
がいます。配水部門として管路センターでは、
主に業務技師が現場における作業や請負業者の
技術指導を行っていましたが、平成24年以降
業務技師は退職不補充となり、将来技師が業務
技師の業務を担っていく必要があります。業務
技師の技術・技能を全て受け継ぐわけではなく
て、業務の内容によって業務技師から技師に引き
継がねばならない技術の継承を進めています。

平山准教授 ： 例えばどんな業務ですか。

早川課長 ： 名古屋市では工事の監督業務など
は職員が行うべきであると考えています。技術
継承は平成25年から約10年間取り組んでおり、
技師と業務技師の協働の取り組みで、徐々に
技師もバルブ操作、通水作業、請負業者への
技術指導ができるようになりつつあります。

平山准教授： コロナ禍では研修などは今まで
通り行われたのですか。

工事監理、現場、防災、給排水部門、管路部門、
施設部門などを用意しています。工事監理研修
では、関係法令や契約制度など工事監理・監督
に必要な知識・ノウハウを習得します。現場研
修では計画的に現場に出向き、実践的な作業や
学習の場を通じて、補職の枠組みを超えた組織
としての技術力・現場対応力を確保するために、
机上から現場に至る業務の流れや関連性を理解
するとともに、非常時・緊急時の現場対応や
現場の施工や保全に関する技術ノウハウを習得
します。管路部門研修は配水管、下水管及び
付属施設の施工や維持管理に必要な知識・技術
の習得の研修を行っています。
　その他、ステップアップ研修と位置付けて、
職種や通常の担当業務に関わらず、局職員と
して視野拡大に繋がる知識・スキルを養成する
ための研修や、危機管理研修、上下水道施設
体感研修、工事現場体感研修、ビジネススキル
向上研修、上下水道事業セミナーなどを実施
しています。　

─管路工事の関係の職員への技術継承について、
より具体的な説明をお願いします。

早川課長 ： 今、忠田からの説明は人材育成推

忠田室長 堀口主幹
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忠田室長 ： 令和 2 年度は研修の機会も減少し
ましたが、昨年度は集合研修であれば回数を分
けて、密にならないことを心掛け人数を減らし
て実施するなど、工夫をして実施しています。
また現在、本年度下期に向けて、時間や場所を
選ばずに研修を受講することができる e-ラー
ニングシステムの導入ができるよう準備を進め
ているところです。

早川課長： どうしても現場作業は実際に触れて
感覚的なものを覚えていただく必要があるので、
実地となります。

平山准教授： コロナ禍であっても、水道システム
を止めることはできないわけで、課長がおっしゃ
るように水道事業は現場第一主義だと思うので
すが、濃厚接触者やコロナ陽性者が出た場合に
はどう対応されたのかと思いまして・・・・。

堀口主幹 ： 当局においても、水道工事を所管
する事務所で、同時に多数の新型コロナウィルス
感染者が発生し、所属職員が濃厚接触者と指定
されたことがありました。局新型インフルエンザ
対策事業継続計画を参考とした、局全体のバック
アップ体制をとることとなり、一時的に事務所の
業務を優先実施業務に限定するとともに、事前
に作成されている代替要員の職員名簿をもとに
緊急的な執務体制を確保し、お客さまへの安心、
安全な給水を継続することができました。

平山准教授： 8月末現在、累積の陽性者が 1,800
万人になっていますので、コロナ陽性は致し方
ないですが、組織内でのバックアップ連携の
仕組みによる危機回避は素晴らしいですね。

早川課長： 過去の様々な経験もあり、組織として
ある程度の余剰人員は必要であると考えています。

平山准教授： 先ほどおっしゃったリストは、
職員一人一人の日常業務の蓄積や過去の職場
経験を人事の所管する部局が分かっているから
できることですね。また、コロナ禍はICTなど
を取り入れるための業務改善のチャンスでも
ありますね。

─堀口主幹から、災害時の受援や応援の際の
データ等をお教えいただけますでしょうか。
　
堀口主幹： 名古屋市では他都市からの受援の
経験はありませんが、他事業体への応援活動に
ついては長い歴史があります。100年史を紐解き
ますと、東日本大震災、阪神淡路大震災に次ぐ
多くの犠牲者を出したといわれている昭和23

（1948）年の福井地震（Ｍ 7.1）で名古屋市から
救援に行っています。その後も、昭和39年の
新潟地震（Ｍ 7.5）の際には、発生後、約12時間
後にはすでに調査班を出発させていたと記録
されており、応急給水隊、復旧工作隊を派遣
して約 1 カ月、現地で活動を行いました。
　過去20年余りの期間では、2004年の新潟中越
地震から能登半島地震、東日本大震災、熊本
地震など全国各地で発生した大規模な地震災害
に応援に赴いています。また地震だけでなく、
大寒波に伴い新潟市で発生した凍結による断水、
豪雨災害で広島市や岐阜県、また最近では和

派遣（H28 熊本地震  応急復旧）

座談会
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歌山市の水管橋崩落事故に伴い送水ルートが
分断された断水区域への応急給水作業のために
調査隊、応援隊を派遣しています。水道に関する
応援派遣として、この20年間でのべ 348名の
職員が災害派遣に従事しました。本市の災害
派遣活動は長い歴史、経験の中で積み上げられ、
受け継がれています。毎年、年度当初に派遣隊
を登録します。

平山准教授 ： ちなみに何名が登録されるので
すか。

堀口主幹 ： 水道土木系の部門では、先遣隊と
して3名、水道応援隊として、1 次隊、2 次隊
をそれぞれ11名登録しています。登録された
職員は、誇りをもって、その重責に気を引き
締めながら日々の業務に従事しています。
　応援隊で派遣された職員からは、応援活動の
振り返りを行うために、被災地での活動につい
て意見交換を行っています。その意見交換から
は、大規模な災害になればなるほど、被災状況
や応急活動状況に関する膨大な情報をいかに迅
速かつ正確に伝達できるかが重要であるという
意見を多く聞かされます。被災時に全国から
参集する多くの応援派遣隊を円滑に受入れ、
役割を分担して、指示するなどの受援体制を
的確に構築できるよう平成28年に「他都市応援
受入れマニュアル」を策定しています。

　マニュアルの中では、他都市応援隊の活動
拠点として、4 方面に配置されている管路セン
ターを指定し、応援隊の活動スペースの確保や
活動時の指揮命令系統なども設定しています。
発災時の混乱をいかにして軽減するのか、政令
都市間の相互応援や日本水道協会中部地方支部
内の相互応援に基づく応援都市など、それぞれ
の役割を明確にした受援体制を整理しています。

平山准教授 ： 派遣隊の話などをお聞きしている
と、局内の応援などもスムーズに図れることが
わかります。ただ、名古屋市の一番の課題は、
自分たちが被災していないことです。応援の
ことは知っているが、いざ本当に自分たちが
被災した時、どこまでどのように動けるのかが、
想像だけでは分かりません。その部分をどの
ように考えるのかが、難しいと思います。

応援活動の経験をフィードバック
堀口主幹 ： 確かに大地震による被災の経験が
近年はなく、本市が大規模に被災した際の想定
はしていますが、不安はあります。他都市の
災害派遣として応援に行く際は、本市が中部
地方支部長都市として地方支部の準備体制を
整えていくため、ある程度万全な体制で臨め
るのですが、想定されている南海トラフ巨大
地震のように本市が被災し、中部支部長として
の機能を果たせない際には、他の都市に代理を
お願いすることになります。そのような事態に
備えて情報交換や防災訓練は行っていますが、
引き続き、応援活動の経験をフィードバックし、
本市が被災した際の備えを重ねていきたいと
考えます。

早川課長 ： 応援隊や派遣隊とは異なりますが、
配水管の整備に伴いまして濁りや管の破裂など
がなくなってきています。若手職員はこれらの

派遣（R3 和歌山市 応急給水）
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経験がありませんので、危機管理研修などを
通じて、地震などの災害発生時において大規模
な断水の際にはどのような対応が必要かを、
机上でありますが研修を行っています。断水など
の事故が起きないことはよいことなのですが、
一方では災害に対する経験値がない部分を補わ
ねばなりません。

平山准教授 ： 早川課長がおっしゃることは、
名古屋市だけではなく全国の事業体にも言え
ますね。また、私から被災していないことの問題
提起をしておきながら言うのもおかしいですが、
堀口主幹がおっしゃる応援活動の経験をフィード
バックするなど、様々な想定をされており、最悪
の最悪をイメージングされている、その努力の
積み重ねが重要です。

─職員の育成プログラムを考える上で重視して
いるポイントについてコメントをいただけま
すか。

現場研修をより重視
忠田室長 ： 課題として、料金収入の減少傾向、
施設の老朽化、災害への備えなど、これまで
以上に厳しい経営環境を迎えており、将来に
わたって安定した経営基盤と確かな技術力に
より、地方公営企業としてお客さまの信頼が
得られる安心・安全で安定した上下水道事業を
持続する使命があります。このためには、経営
の効率化や業務執行体制の見直しといった日常
の取り組みに加え、これまでに培ってきた知識・
技術の確実な継承など次世代を担う人材の育成
に、より一層力を注いでいるところです。特に
ポイントとしては、「技術教育センター」や「山
崎実習所」での実技の基礎、または OJT（現場
研修）などのように、技術の継承を重視して、
育成プログラムを考えております。

─次に管路工事の業者の技術力不足は全国共通
の悩みの種ですが、この点について、名古屋市
の取り組みをご紹介いただけますでしょうか。

隅田室長： 管路工事業者の技術力不足、まず
技術力と言うと管路を繋ぐ（接合する）配管工の
技術があります。接合そのものは、技術の向上
もあり簡素化している面もありますが、接合要領
に準じた適切な接合は基本であり今も変わること
なく重要なことです。古くは、適切な配水管工事
の施工を担保することを目的として独自に昭和
47年から配水管施工士制度を設け、平成 15 年
からは日本水道協会の配水管工技能講習会と
連携しています。加えて名古屋市オリジナルの
技術もあり、配水管施工士登録講習を実施して
います。名古屋市では大口径管のフィールドが
ありますので、大口径管工事を受注した業者には、
希望があれば、工事着手前に局職員が指導する
機会も設けています。
　もう一つは現場を管理、監督する現場監督の
技術力があります。現場を管理する技術、こ

隅田室長

座談会
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れは、目的物（配水管）を仕様に沿った品質で、
現場の安全を確保し、決められた工期内に納め
る、施工管理全般（品質管理、安全管理、工程
管理）を行う総合的な技術が求められています。
地域、特に地先の方との調整や他企業様との
協議（調整力）、資材、材料の手配、管理、職人・
作業員の管理（工事の段取り、手配）、安全管理

（法令遵守）、品質管理（仕様）これらを取りまと
めたうえで納期を守り現場を完成させる総合的
な技術となります。
　特に昨今、都市部における現場監督の役割、
中でも調整関係で厳しさを増しています。こう
した中、技術者の高齢化、３K（きつい、汚い、
危険）職場ということもあり、新規の土木職に
人気がありません。受注業者も人材確保、教育、
育成に苦慮しておられます。　
　いろいろな場面、切り口で都度都度、指導、
アドバイスを伝える必要があり、日々の現場
パトロールを通じて伝えるのが基本ではあり
ますが、名古屋市の取り組みとして、3 点紹介
します。1 つ目は、受注業者の初回打合せで
現場代理人（監督員）と工事の内容について
トラブル事例、最近の話題、トピックス、留意点、
特に地域性がある場合などを正確に伝えてい
ます。その後、施工計画に反映していただき、
工事にあたります。2 つ目は、管路センターで

現場代理人講習会を実施しております。対象は、
各管路センターで契約関係のある工事業者で、
内容は最近の話題、留意点、地域特有の話題、
事故事例、良い事例などとなっています。3 つ目
は事故防止講習会です。年に 1 回、対象は過去
２年で受注いただいた工事業者の現場代理人、
また会社を代表する安全管理責任者にもお越し
いただき、毎年約100名参加しています。内容
は事故の傾向、事故事例、他の占用企業様、工
事業者さんの安全対策の取り組みなどを紹介し
ています。また過去の事故事例を題材に KYT

（危険予知トレーニング）をグループ討議で行っ
ていただきます。
　全く別の取り組みとして毎月、「管路センター
だより」を発行して、事故事例、施工管理の留
意事項、良い例などを局で取りまとめて、工事
業者に情報を提供しております。

─業者の育成についてのポイントはどの部分
にあるとお考えでしょうか。

隅田室長 ： 残念ではありますが毎年一定数の
公衆損害事故や請負関係者の事故が発生してい
ます。原因の多くはこれまでにも注意喚起して
いる内容が多く、繰り返しになりますが、いろ
いろな場面、切り口で都度都度、指導、アドバ

工事業者の研修 工事業者の研修
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イスを伝えていく必要があります。お客さまか
らの苦情やお問い合わせも多数いただくが、も
う少し配慮しておけば防止できたのではないか
と言うことも多くあります。新規参入業者は当
然であるが、現場監督の入れ替わりもあるので、
これまでに実績のある業者も含め、繰り返し
繰り返し粘り強く指導、注意喚起を促し、その
うえでタイムリーに情報提供を行う必要があり
ます。また工事監督の多くは、日々悪戦苦闘の
毎日で苦労しています。好事例などを取り上げ
て、共有し、それぞれの現場にあうようさらに
工夫することで改善に繋がればと思います。

─事前に先生には研修センターを視察いただき
ましたが、平山准教授から、視察されての感想
をいただけますか。

平山准教授 ： 個人的にはとても面白く感じまし
たし、工事業者様も職員も、管路センターの
研修を楽しく感じていただくといいですね。

研修センター視察

管路センターだより

座談会
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先輩の熱い気持ちの伝わる研修
隅田室長 ： 私は入庁時に 2 ヵ月、技術研修を
受けました。今、振り返ると、とても良い研修
でした。自分で管の接合を行う機会は研修以外
ではありませんが、その状況を経験したことが
今の仕事に活きています。当時の研修の講師

（先輩）も技術を身につけさせたいという熱い
気持ちを持った人が多くて、雰囲気もよかった
です。

堀口主幹 ： 私も同様に入庁後に技術研修を受け
ましたが、講師の先輩方は水道マンとしての
誇りをもって仕事に向き合ってみえるので、

「技術・経験を伝え、引き継いでほしい」という
熱く強い気持ちを感じていたのを思い出します。
教えられる側と教える側のスタンスが近くて良
い関係で研修期間を過ごした記憶があります。

平山准教授 ： 実はその熱い部分が大切なんです
よね。今の若手の技術者に魅力のある世界と
して、新しい技術等も取り入れていかねばなり
ません。

─では、堀口主幹から過去の地震や自然災害
から受けた教訓、また求められる人材とはどん
なものとお考えでしょうか。

堀口主幹 ： 大規模な災害が発生した際に、災害
の程度等にもよりますが、協定などに基づい
て、本市の先遣隊は直ちに出動し現地に向かい
ます。時には、待機場所や執務環境も過酷な
状況で、通常の訓練や活動では経験できない
想像を超えた状況が災害現場にはあります。
　そのような災害現場における復旧活動でどう
いったものが活きてくるかを考えると、知識
や技術も重要ですが、それまで日々の業務にお
いて、水道事業の技術屋、水道マンとして培っ

てきた感覚が頼りになり、現場で臨機に対応
できる人材が必要だと考えます。最近では、
業務の定例化・省力化で効率を重視するあまり、
仕事のやり方は継承できても、その仕事の意味、
意義を伝えることが薄れてきています。した
がって、災害復旧活動でも有効な感覚を養う
ためにも仕事の本質を理解し、想像力を持って、
日々の業務に向き合っていくことが大切です。
　また、局内に蓄積された知識・技術・経験は、
局内に留めるだけではなく、広く発信していく
ことも本市の使命であると思います。そういう
点で、令和元年度から、名古屋大学減災連携
研究センターに当局職員を受託研究員として
派遣しており、防災・減災の強靭化に向けた
活動の中で調査研究を行っています。産官学の
人的ネットワークを活用して、幅広い視点での
知見を局の業務にフィードバックできればと
考えています。

周辺事業体と意見交換も
早川課長 ： 名古屋市では周辺都市における技術
職員不足による技術継承の課題解決に向けて、
少しでも何か支援できればと考えています。
本日、先生に視察いただいた技術教育センター
等を利用して、周辺事業体の研修も実施してい
ます。他事業体向けには、名古屋市上下水道局の
出資会社 NAWS（名古屋上下水道総合サービス
株式会社）が技術研修を行っています。管路部
では、周辺事業体に声をかけて、配水管の工事
や維持管理についての意見交換会も開催してい
ます。課題や議題をつのり、共有して名古屋市
の状況も報告させていただき、参考にしていた
だいております。

─名古屋市の今までの取り組み等をお聞きに
なられて、人材育成・技術の継承について平山
准教授からまとめていただけますか。
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平山准教授 ： ここ20年～30年、日本は間違っ
た方向に進んだのでしょうね。それは、人件費
の削減です。今回の話を聞いて、これからの
名古屋市は「経費削減には人件費削減」という
社会通念と闘い、説得してほしいと思います。
名古屋市のように人的に少し余裕があるから
こそ、上下水道システムを止めずに事業の進捗、
人材育成、技術が継承されて、組織としては
活性化されて好循環を生みだします。歴史を見
ても明らかですが、人が存在しなくなると技術
がなくなることを社会は知らねばなりません。
暮らしを支える水道事業は、蛇口から水が出て
いるだけが全てではありません。水道水を送り
続けることは上下水道システムが地域の水環境
を守り、市民生活、経済活動を支えることは間
違いありません。その使命を明確にし、新水道
ビジョン等に掲げる新たなミッションやビジョン
を達成することによって組織としての文化、

カルチャーを継承することが重要です。面白いと
感じてもらえる世界にチャレンジする文化です。
マインドを醸成して、継承すべき部分と今後は
時代に合わせて、新たな分野の世界を構築する
のか、とても難しいことですが、人材育成も含
めて、トータルで自分たちの組織をどう考える
のか、熱いマインドを持って、取り組んでいた
だき、是非成功例として、他の事業体にも共有
してほしいですね。

─ありがとうございました。　

座談会
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1. はじめに
　名古屋市の水道は、木曽川の清く豊かな流
れを水源として、1914年（大正3年）に鍋屋
上野浄水場から給水を開始した。その後、市
域の拡大や都市の発展とともに８期にわたる
拡張事業を経て、これまで100 年以上にわた
り、重要なライフラインの一つとして市民生
活や社会経済活動を支えてきた。現在では、
給水区域約356km2、給水人口は245万人余に
達している。
　しかし近年では、高度経済成長期（昭和40
～ 50年代）に集中的に建設された多くの施設
が一斉に耐用年数を迎えることに加え、切迫
度が増している南海トラフ地震への対応やリ
ニア中央新幹線の開通に伴って発展が見込ま
れる名古屋駅周辺地区への安定給水の確保等
の課題に直面している。

　こうした状況を踏まえ、本市では「名古屋
市上下水道経営プラン2028」を策定して、よ
り長期的な展望に立ち、持続可能で強靭な上
下水道システムの構築を目指している。と
りわけ、水道基幹施設においては、その個
別事業として「第5次水道基幹施設整備事業
（2019-2023）」に基づき、老朽度や重要度など
から更新の優先順位を定め、バックアップ運
用を含めた施設規模を考慮しつつ、計画的な
更新を進めている。

２．基幹管路の概要
　本市は、木曽川を水源として愛知県の犬山
市と一宮市にそれぞれ取水場を有している。
取水場から浄水場への導水ルートは、市北部
の犬山取水口から春日井浄水場・鍋屋上野浄
水場に至る犬山系導水路と市北西部の朝日取
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水口から大治浄水場に至る朝日系導水路の２
系統で構成されており、どちらの系統も３本
の導水管で運用している（図1）。
　本市の大動脈である犬山系導水路と朝日
系導水路ではあるが、犬山系導水路A管（φ
1250mm）は、1932年（昭和７年）の竣工から
約90年経過するなど老朽化が進んでいた。
また、朝日系導水路B管（φ1800mm）は、
1962年（昭和37年）に整備され、一部の区間
に非耐震継手（印ろう継手、以下DS管）が残
存している。そのため、大規模地震の発生時
には、犬山系導水路A管、朝日系導水路B
管ともに被害を受けることが想定される。さ
らに、大治浄水場から名古屋駅を含む市域西
部には、一級河川庄内川及び新川を横断する
大治水管橋（庄内幹線φ1500mm、荒子幹線
φ1500mm）と河川下の配水幹線（西部幹線φ
1200mm、臨港幹線φ1500mm）を通して配
水している。しかしながら、河川下の配水幹
線のうち、西部幹線は1943 年（昭和18年）に

整備された老朽管で現在は運用を休止してお
り、他の３つの幹線もそれぞれ昭和37年と
昭和42年の竣工から約60年経過している。
　本稿では、基幹管路の整備事例として、「犬
山系導水路A管整備事業」及び「朝日系導水
路B管整備事業」、「西部幹線整備工事」につ
いて報告する。

３．基幹管路の整備事業について
３－１　犬山系導水路A管整備事業
（１）事業概要
　犬山系導水路の３本の導水管について、そ
れぞれの口径は、A管φ1250mm、B管φ
2000mm、C管φ2000mmであり、そのうち、
A管の約 11.9kmが昭和初期に整備された
耐震性の乏しい普通鋳鉄管（以下、FC管）で
あった。また、犬山系導水路は地盤の高低差
を利用して自然流下により浄水場まで導水し
ているが、老朽管であるため、ポンプ圧送時
の脆弱性に課題を有していた。そこで、犬山
系導水路の耐震性向上を図り、災害等で長時
間停電となった場合においても自然流下で必
要量を安定的に確保できるよう、口径をφ
2000mmに増径して、「犬山系導水路A管整
備事業」を進めることとした（図2）。
　新A管の整備は、総事業費が約170億円
の事業であり、全長約13.1kmを６工区に分
割し、順次施工を進めた。また、犬山系導水
路は口径が大きく、延長が長い導水管である
ため、施工は長期に渡る工事に伴う周辺住民
等への影響を考慮して、既設導水管の直下へ
シールド工法により新たにトンネル（セグメ
ント外径2950mm）を築造し、そのトンネル
内に耐震性のあるダクタイル鉄管を配管する
方法を採用した。図１　名古屋市水道施設配置図
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 図 2　犬山系導水路A管整備工事全体図

工　法 シールド工法

口　径 管口径 2000mm
（セグメント外径 2950mm）

管　種 ダクタイル鋳鉄管（US 形継手）
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（２）トンネル築造工事
　トンネル築造工事はすべての工区に共通し
て、中折れ機能付の泥土圧式シールドを採用
した（図3）。また、シールド機は玉石混じり
砂礫層（Dg1（N値：32 ～ 750）、Dg2（N値：
40～ 900））を長距離掘進する（図4）。掘進に

写真1　排出された玉石

図3　シールド機概要図（第２・３工区）

図4　土質推定断面図

あたっては、最大礫径700mm以上の巨礫が
存在することから、この巨礫をいかにして排
出するかかが最大の課題であった（写真1）。
さらに、当初計画したビットの交換回数や交
換箇所が適切であるかも重要なポイントで
あった。

中折れジャッキ
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　第４工区においては、巨礫への対応として、
シールド機のカッターヘッドを面盤タイプと
し、礫をそのまま取り込むのではなく、破砕
してから取り込む方式とした。しかしながら、
全長の２割程度（約0.6km）掘進したところで、
シールド機が停止するトラブルが発生した。
そこで、地上より土留めを施しながら掘削を
行って、カッターヘッドを確認したところ、
先行ビットなどに著しい摩耗が認められたた
め、カッターヘッドの交換を行った。
　交換したカッターヘッドでは、巨礫をより

確実に排出できるよう、カッタービットを増
設し配列に変更を加えた。また、摩耗検知型
の先行ビットを設置して常時ビットの状況を
確認するとともに、河川下など地上から掘削
が困難な箇所においては、その直前でビット
交換やカッターヘッドの損傷状況を確認する
こととした（表1）。
　掘進の再開後は、これら対策を講じて慎重
に掘り進めたことで、巨礫に対して大きなト
ラブルを引き起こすことなく無事に到達する
ことができた。

表1　カッターヘッドの比較

項　目 変更前カッターヘッド 変更後カッターヘッド

ビット配置   

ローラー
ビット

シングル 3 個、ツイン 7 個 シングル 2 個、ツイン 10 個

数量：10 個 数量：12 個

先行ビット

配置：ローラービットより 10mm 後退 配置：ローラービットより 20mm 先行

数量：18 個 数量：32 個

摩耗検知ビット装備なし 摩耗検知ビット 6 箇所装備
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３－２　朝日系導水路B管整備事業
（１）事業概要
　朝日系導水路の３本の導水管について、
それぞれの口径はφ1800mmであり、そ
の内B管の約７割（約9.4km）にDS管が
残存している。そこで、朝日系導水路の
耐震性向上を図るため、「朝日系導水路B
管整備事業」としてDS管の改良を2021
年（令和３年）度から進めている（図6）。
　B管の工事では、大治浄水場で必要な
導水量と経済性を考慮し、新設管の口径
をφ1500mmに縮径した。本工事にあた
りφ1800mmの既設管内に新設管を布
設するパイプ・イン・パイプ工法（以下、
PIP工法）を採用した。

（３）トンネル内配管工事
　トンネル内での配管はダクタイル鉄管を採
用し、耐震継手についてはUS形継手を採用
した。US形ダクタイル鉄管は、
靭性や可とう性に優れている
ほか、管体の破損や抜け出し
の恐れがなく、施工性もよい
ため工期を短縮できる特徴が
ある。

　新A管の整備は、2010 年（平成22年）６月
に着手し、11年の歳月を経て2021年（令和
３年）に完了、現在は運用を開始している。

図5　US形継手構造図（LS方式）

写真2　管挿入状況 写真3　管据付完了

 図 6　朝日系導水路B管整備工事全体図
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（２）既設管内の配管工事
　既設管内への配管は施工性、工期、経済性な
どを検討した結果、PN形ダクタイル鉄管（以
下、PN形）を採用した。PIP工法には発進立
坑内で新管を接合して、さや管内に新管を順
次挿入する押込工法と、さや管内に新管を持
ち込んで順次接合する持込工法があるが、施
工箇所は既設管の大部分が直線であるため、
坑内作業を低減できる押込工法を適用した。
本整備においては、PN形にキャスターバン

ドを取り付けることで、既設管内への挿入力
を低減し、比較的小さな推力で長距離の施工
が可能となった。さらに、既設管とPN形と
の隙間にエアミルクを充填する際に、挿入完
了後の管内に注入パイプを配管して充填する
ことができるよう、５本に１本の割合でグラ
ウト孔付管を配置することとした。
　2022年（令和４年）８月現在、第１工区が
施工中であり、進捗は約18％となっている。

図7　PN形継手構造図

写真4　キャスターバンド取付状況 写真5　管挿入状況

３－３　西部幹線整備工事
（１）事業概要
　西部幹線は、大治浄水場を起点として名古
屋駅を含む市域西部の給水を担う配水幹線で
あるが、耐震性に乏しいFC管である。
　一方で、本市南西部は軟弱地盤が広がって

おり、南海トラフ地震において液状化による
被害が懸念されている。
　そこで、名古屋駅を含む市域西部の安定給
水の確保や災害時の市内配水幹線被害に対す
るバックアップ機能を確保するため、西部幹
線をφ2000mmに増径して耐震化することと
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した（図8）。
　設計にあたっては更新延長約1.6kmのう
ち、約500mが二つの１級河川下を横過する
ことから、さや管二重構造で耐震性を備えて
いることが求められる。そのため、泥土圧式
シールド工法により河川下にトンネル（セグ
メント外径φ2950mm）を永久構造物として
構築し、そのトンネル内配管にはUS形ダクタ
イル鉄管（φ2000mm）を採用した。US形ダク
タイル鉄管は、靭性や可とう性に優れているほ
か、管体の破損や抜け出しの恐れがなく、施
工性もよいため工期を短縮できる特徴がある。

（２）設計時の留意点　
　シールドトンネルは庄内川（国管理）、新川

（県管理）の２つの河川を横過するため、河川
区域内のトンネル掘進については、河川管理
者から渇水期（庄内川：11月から５月、新川：
11月から３月）の施工を求められた。また、
掘進にあたっては、河川水がトンネルを介し
て堤内へ流入しない措置を求められた。
　そこで、河川管理者と協議を重ね、堤内地
となる立坑内に仮設の制水ゲートを設置する
こととした（図9）。さらに、堤防下はセグメン
ト外周の余掘りを密閉するために袋付きセグ
メントを設置することとした（図10、写真6）。
　さらに、縦断線形は、経済性を考慮し発進
立坑の深度を浅くしたため、シールド発進直
後の区間が急勾配（５％）となった。急勾配区
間においては、後方台車の逸走が懸念される

図8　西部幹線整備図
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ため、受注者において坑口及び急勾配区間終
点、後続台車に逸走防止装置を設置すること
とした（図11、図12）。

　本工事は2022年（令和４年）２月に契約し、
令和４年度には発進立坑の築造やシールド機
の製作などを予定している。

図10　袋付セグメントの概要

図9　仮設制水ゲートのイメージ図

写真6　袋付きセグメントの設置例

シールド掘削外周

テールパッキン
セメント系材料注入

袋付セグメント 裏込注入材
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４．おわりに
　犬山系導水路A管整備事業においては、計
画立案から工事監督に至る各工程において多
くの関係者の協力と支援により無事に整備を
完了することができた。また、朝日系導水路B
管整備事業の第１工区は2023年（令和５年）、
西部幹線整備工事は2026年（令和８年）の完
了を目指して工事を進めている。

　基幹管路の整備は多額の費用を要し、整備
期間も長期間となるが、技術者としてこれら
大規模工事に携われることは誇りであり、得
られた経験や技術を後進の水道技術者に継承
してくことが大切である。そのため本稿が、
類似した施工の検討を必要とする関係各位に
対し、参考となれば幸いである。

図11　シールド通過断面

図12　坑内縦断図

発進立坑
新川 庄内川

到達立坑

急勾配
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1. はじめに
（１）氷見市の概要　
　本市は、富山県の北西部、能登半島の基部
に位置し、東は有磯海と呼ばれる富山湾に面
し、南・西・北の三方には山並みが走り、北
から西にかけては石動山、碁石ヶ峰、臼が峰
と続く宝達丘陵が高岡市と接している。これ

らの山並みを水源として、市内を下田川、宇
波川、阿尾川、余川川、上庄川、仏生寺川、
泉川などの河川が富山湾に向けて東流し、下
流域には肥沃な沖積平野が広がっている。ま
た、本市の東側に緩やかに弧を描きながら長
く伸びる約 20km の海岸線一帯は、能登半島
国定公園に指定されており、白砂青松の松田

02

小口径配水管布設替工事における
小規模簡易DB方式の試行について

氷見市建設部 上下水道課
上水道施設総括担当

課長補佐

角地　公治

図 1　氷見市の位置 写真 1　富山湾に浮かぶ立山連峰
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江の長浜から断崖の連なる灘浦海岸まで変化
に富んだ海岸美が見られ、晴れた条件の良い
日には、富山湾に浮かぶようにそびえる立山
連峰の雄大なパノラマが眺望できる。

（２）氷見市の上水道事業
　本市の上水道事業は、昭和 26 年（1951 年）
に計画給水人口 30,000 人、計画 1 日最大給
水量 6,000㎥／日にて創設され、5 次の拡張
を経て平成 6 年（1994 年）には計画給水人口

58,000 人、計画 1 日最大給水量 23,300㎥／日
に至った。その後、｢上中｣ ｢針木｣ ｢坪池 ･ 土
倉 ･ 赤毛｣ 等において給水を行ってきた簡易
水道事業は、スケールメリットを生かして安
定的な財政基盤を構築するため順次統合を進
め、平成 28 年（2016 年）3 月からは 1 つの
上水道事業として給水を行っている。なお、
令和 3 年（2021年）3 月末時点（実績）で、給水
人口 39,820 人、1 日最大給水量 17,280㎥／
日となっている。

表１　氷見市上水道事業の沿革

表２　水道管の用途別延長と管種内訳（令和３年度末）

２．管路更新を取り巻く状況
（１）管路施設の状況
　本市の管路施設は、令和 3 年（2021 年）3
月時点で、｢耐震管｣と｢耐震適合性のある管｣
が管路全体（460.9km）の約 94% を占めてい
るが、｢法定耐用年数を超えた管｣が約 13％
あり今後大幅な増加が見込まれている。なお、

管路総延長の内、管種別では、ダクタイル鋳
鉄管が最も多く約 51％を占めている。一方、
基幹管路（口径 400mm 以上）では、｢耐震管｣
が 3.7％、｢耐震適合性のある管｣ が 20.9％と、
全国や富山県内からみても低い水準にある。
　また、アセットマネジメントを実施したと
ころ、法定耐用年数で更新する場合は 50 年

管　種 ダクタイル鋳鉄管 鋼　管 硬質塩化ビニル管 ポリエチレン管 総延長（m）
本　管 26,759 486 0 0 27,244
支　管 207,340 16,909 192,823 16,542 433,614
合　計 234,098 17,395 192,823 16,542 460,858

事　業 認可年月日
計　画

備　考給水人口
（人）

1人1日
最大給水量
（L ／人／日）

1日
最大給水量
（㎥／日）

創　設 昭和26年12月14日 30,000 200 6,000
1 期拡張 昭和32年2月8日 30,000 200 6,000
2 期拡張 昭和37年12月25日 50,000 200 10,000
2 拡（変更） 昭和40年2月16日 50,000 200 10,000
3 期拡張 昭和49年3月30日 55,000 545 30,000
4 期拡張 昭和61年3月25日 57,000 439 25,000
5 期拡張 平成6年3月31日 58,000 401 23,300
（変更届出） 平成21年3月31日 49,250 427 21,050 上中統合
（変更届出） 平成24年5月16日 48,250 417 20,130 針木統合
（変更届出） 平成28年3月17日 44,100 431 19,020 坪池・土倉・赤毛統合
（変更届出） 平成30年2月23日 44,100 431 19,020
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間で約 612 億円（約 12.2 億円／年）必要なの
に対し、本市独自の更新基準年数とすると約
374 億円（約 7.5 億円／年）と大幅に圧縮でき
ることが分かったが、それでも近年の投資水
準（約 5 億円）に比べてかなり大きくなるため、

重要給水拠点への連絡や地盤状況等を考慮し
た耐震化の優先順位を設定し、今後の老朽管
更新および基幹管路の耐震化について、計画
的に更新を行っていく必要がある。

表 3　管路の更新基準年数

管　種 法定耐用年数 更新基準年数
ダクタイル鋳鉄管

40 年
80 年

ポリエチレン管 60 年
鋼管、塩化ビニル管 40 年

（２）職員の人材育成と技術継承
　団塊世代職員の大量退職や行政組織の合理
化に伴う人員削減の影響により、水道事業者
の組織内で技術をどのように継承するかが、
従前からの全国的な課題となっている。
　本市でも、職員 1 人当たりの受け持つ有収
水量が、類似団体や全国の平均より多いため、
現在にも増して合理的な経営戦略の立案や水

道事業に蓄積された技術・スキル・ノウハウ
を次世代に継承する組織体制となるよう、現
行体制の見直しや改善とともに、職員の人材
育成を図る必要がある。また、水道工事や維
持管理等に従事する工事業者に対し、技術力
確保や人材育成をサポートできるような取り
組みも必要である。

図２　職員 1 人当たりの有収水量の推移

3．小規模簡易DB方式の試行に向けた取り組み
（１）検討の経緯
　本市では、前述の状況を踏まえ、平成 31
年（2019 年）に『氷見市水道ビジョン』を改訂し、

重要給水拠点を連結する管路等に優先順位を
つけて計画的に整備する方針としている。ま
た、民間の技術・ノウハウを積極的に活用す
るため新たな官民連携手法の導入を検討して



小口径配水管布設替工事における小規模簡易DB方式の試行について

33ダクタイル鉄管  No.111

いる。
　このような中、本市では、令和 2 年（2020
年）に日本ダクタイル鉄管協会が設置した「管
路更新を促進する工事イノベーション研究会

（以下、研究会という。）」に参画することとな
り、職員の負担軽減と地元工事業者の育成を
目的として、小規模簡易 DB 方式（地元工事
業者を主体とした小規模な設計施工一括発注

地元工事業者を主体とし、事業体との連携を深めることで管路工事を効率化する。

事業体職員が行っていた一部の設計業務を簡略化して発注し、契約後に受注者が詳細
設計図を作成し、それに基づいて工事を施工する。

設計の合理化を図ることにより、工事の早期発注と発注時期の平準化を実現するとと
もに、受注者の経験を活かした施工で、工事品質の向上を目指す。

工事の規模は現在と変えず、これまでの入札方式を継承することで、地元工事業者の
受注機会を損なわない。

図３　小規模簡易DBの位置づけ

図４　業務フローの比較

方式）の導入を検討することとした。なお、
本市では、従来から設計業務を委託中心に実
施しているが、チェック等にも時間がかかっ
ているため、同方式により職員の時間外業務
の短縮と、委託費の圧縮も狙いとした。（た
だし、従来の委託中心の業務体制は変えずに、
その一部を同方式に切り替えることによる効
率化の検討を進めている。）

（２）小規模簡易 DB 方式の特長
　研究会が提案する小規模簡易DB方式の特長を以下に示す。
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（３）試行実施までの取り組み
　研究会に参画する各事業体では、それぞれ
の事業背景に応じた形で同方式の導入を検討
しており、本市では、過去に概算数量発注の
実績がなかったため、小規模簡易 DB 方式（概
算数量発注方式）を実施するに当たっての現

行制度における問題点の洗い出し等につい
て、契約担当部署などと協議を重ねた。
　また、設計積算システムの更新に伴い、工
事を受注した管工事業者にシステムを貸与す
ることで詳細設計図（管割図等）の作図を効率
化できるかも視野に入れて検討を進めた。

内部調整

● 水道事業に係る契約は「氷見市契約規則」を準用できることを確認。
※監督員一般的な職務には、請負契約の仕様書や設計書に基づいて契約相

手方が作成した書類の審査承認手続きも含むため、概算数量発注でも同
様と考えた。

● 契約担当部署との調整により、以下の書面作成を行った。試行要綱､ 特記
仕様書､ 入札公告､ 予定価格（参加資格ランクの変更がないか確認）
※工事と委託を一括発注しない（コンサルタントが下請しない）ため、契約

約款の見直しは行わないこととした。
● 公共事業検討委員会で同方式を説明し試行の了解を得た。
  （市長にも説明 ･ 報告）
● 設計期間として、現地調査、図面作成、数量計算分で 2 か月を通常工期に

プラスして見込むこととした。

外部調整

● 管工事組合の役員に小規模簡易DBについて説明した後、市内配管業者への
聞き取りを行い、配管図作成は受注者が行う方向で進めていくこととした。

  （コンサルタントが下請しない）
● 令和 4 年度（2022 年度）導入予定の「設計積算CADシステム」について、

市内配管業者に対して本市の考えの説明とデモを実施し、発注者が貸与す
るシステムを使用して受注者が現地確認後に「管割図作成・数量計算」を行
う方向で合意した。

  ※令和 3 年度（2021 年）の試行では当該システムは未導入。

設計・積算

● 概算数量は研究会で提案する数量表を基に作成した。
● 詳細設計費には、現地調査費（試掘等）及び図面作成費を厚労省実務必携歩

掛りに準じて採用し、共通仮設費の準備費に計上した。
※設計業務の工事評定への反映については、契約検査部門との調整により、

当面は加点しない方向で合意した。

入　札

● 従来と同様、「条件付一般競争入札」で入札を行った。
● 工事件名は通常発注の工事と同様とし、特記仕様書に「氷見市水道工事にお

ける概算数量設計方式試行要領」による点を明記した。
● 公告期間中の工事業者からの質問は特になかった。

表 4　試行実施までの取り組み
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4．小規模簡易 DB 方式の試行概要
（１）試行工事の概要
　本市では、同方式は国・県道には適用せず
市道での工事に適用する方針であり、また、

今回の試行では、初めての小規模簡易ＤＢ方
式での発注のため、比較的単純な路線の老朽
管更新工事を試行対象に選定した。工事諸元
を以下に示す。

図５　試行工事路線（平面図）

工事名：中谷内地内配水管布設替工事

目　的：市道下での老朽管（塩ビ管）布設替え工事

内　容：ダクタイル鉄管（NS 形 E 種）呼び径 75 × 212m

工　期：令和 3 年（2021 年度）8 月 24 日～令和 4 年（2022 年度）1 月 14 日

備　考：・地下埋照会は、事業体で実施して業者に情報を引継ぎ（従来同様）

　　　　・道路占用申請は、事業体で実施（工事業者の詳細設計完了後）
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（２）特記仕様書
　工事名は概算数量設計方式等の記載はせず
に従来工事と同様としたが、特記仕様書に、
概算数量設計試行要領による試行工事であ

り、設計数量が概数であることを明記した。
また、受注者が現地調査の上、原則 CAD に
て配管図を作成して監督員の承諾を得ること
で設計変更の対象とすることを記載した。

（３）設計書
　当初設計の数量は、研
究会で提案する標準数量
を用いて概算で算出した。
また、受注した工事業者
が行う詳細設計費は、設
計委託の積算基準に準じ
て積算（現地調査・図面作
成を計上）し、共通仮設費の

「準備費」に「管路設計費」
として計上した。

〜 中　略 〜

〜 中　略 〜

〜 後　略 〜

図 6　特記仕様書

図 7　設計書
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5．小規模簡易 DB 方式の試行を通じた
　  効果の検証

（１）試行工事での業務量の変化
　発注者および受注者の工事担当者への聞き
取りを行い、従来方式と比較した業務量の変
化を調査した。実施前の想定通り、発注者側
では契約後の図面審査には少し手間がかかる

ものの発注前業務が大きく減少し、受注者側
では契約後の受注者業務が増加する結果で
あった。
　また、その他の業務は従来発注と大きく変
わらないが、「材料の返品が減る」、「設計変
更の手間が減る」といったメリットがあるこ
とも分かった。

表６　発注者および受注者における業務量の変化

段　階 業務内容
発注者

・
受注者

業務量の変化
①増加 ②やや増加 ③変化なし ④やや減少 ⑤減少

←業務量増 業務量減→

① ② ③ ④ ⑤

発注前

現地踏査・地下埋設物調査 発注者 ●

設計図面作成 発注者 ●

工事費積算・設計書チェック 発注者 ●

発注・入札 工事発注手続き・入札 発注者 ●

契約後
～

施工開始

設計引継ぎ・地下埋設物調査 受注者 ●

測量 受注者 ●

試掘調査 受注者 ●

詳細設計図面・数量表作成 受注者 ●

施工計画書 受注者 ●

設計審査（受注者作成の設計） 発注者 ●

工事費積算（審査後数量） 発注者 ●

道路管理者協議 発注者 ●

施工中
施工中の協議 受注者 ●

設計変更 受注者 ●

竣工 ･ 精算 ･
検査

材料の返品 受注者 ●

完成図作成・検査準備 受注者 ●

設計変更 発注者 ●

契約変更・精算・検査 発注者 ●
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（２）工事関係者の主な所感・意見
　試行工事の実施に伴う、発注者および受注
者としての所感および意見について、以下に
整理した。
　初めての試行による多少の手間取りや、同
方式に関係しない予定外の変更による工期延
長等はあったが、概ね問題なく、完了するこ
とができた。

【発注者の所感・意見】
◆初試行のため、手続きや確認作業等に時間

を要したが、期待した効果は確認できた。
◆配管詳細図の省略や土工図等の標準化に

より、設計積算業務を効率化できた。
◆工事業者の詳細設計図作成は、土木断面

や給水引き込み関連で２回程度修正が必
要だったが、本管配管には特に修正はな
かった。

◆詳細設計の審査承認後に、道路占用申請の
承認待ち期間として約２週間程度を要した※。

◆概算数量設計は精算変更が前提のため、
設計変更理由を詳しく書く必要がなく
なった。

※従来から道路占用申請に管割図を添付していたため、
本試行でも詳細設計完了後の申請となったが、その
後に市道路課と協議し、占用位置と管種 ･ 口径が分
かれば管割図は不要であることを確認した。

【受注者の所感・意見】
◆従来工事でも測量や試掘調査を行ってい

る為、特に支障は感じなかった。
◆詳細設計について、ダクタイル鉄管では

一体化長さや切管等で多少の注意が必要
だが、特に問題なく実施できた。（他業者
でも、程度の差はあっても図面作成自体
は問題ないと思う。）

◆道路占用申請の承認等、協議事項の返答
待ちにより予想よりも工事着手に期間を
要したが、施工自体は従来と変わらず問
題なかった。

◆概算数量設計のため設計変更が従来工事
よりスムーズで、本方式のメリットと感
じた。

◆自社で現場状況に合わせて図面作成 ･ 数
量作成をしたため、返品は減少した。

◆設計対応のためには、発注時期は年度初
め（早期発注）がありがたい。

図 8　工事業者が作成した
　　　詳細設計図（抜粋）

写真 2　現場測量状況

写真 3　配水管布設状況
　　　　（市道）
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（３）小規模簡易ＤＢ試行により確認できた効果

6．おわりに
　本市の水道事業をとりまく環境は、少子高
齢化の進展や人口減少による水道利用者の減
少に加え、節水型ライフスタイルの定着に伴
う水道使用量減少など大きく変化しており、
水道料金収入は減少傾向にある。さらに、本稿
でも述べたように老朽施設の更新や耐震化、
また技術職員の減少など多くの課題を抱えて
いる。こうした状況の中、将来を見据えて「氷
見市水道ビジョン」を策定し、「おいしく・安
心で信頼される水道を未来に」との基本理念
のもと、災害に強い水道を目指し計画的な管
路更新に取り組んでいる。その実現のために
は、限られた職員は元より地元工事業者の技
術やノウハウも最大限に活用していく必要が
あり、その取り組みの一つとして本稿で報告
した小規模簡易 DB 方式の試行を行っている
ところである。

　初回の試行で得られた知見を踏まえ、令和
４年度以降も同方式での試行を継続していく
こととしており、令和４年度には工事規模を拡
大した呼び径 300 での試行工事を実施中であ
る。また、新たな取り組みとして、工事を受注
した管工事業者に「設計積算CADシステム」を
貸与することで、詳細設計図（管割図等）の作
図業務の効率化についても現在検討中である。
　最後に、本報告が管路更新業務の効率化を
検討する多くの事業体の参考となれば幸いで
ある。

① 詳細設計を省略し概算数量で発注することで、大幅に設計積算業務を軽減できた。
　 （直営設計での発注と比較した場合）

② 地元工事業者による詳細設計について、概ね問題なく作成できることが確認でき、
現場状況に合わせた設計により、材料の返品が減る効果があることも分かった。

③ 概算数量設計は精算変更が前提のため、概算数量設計であることが変更理由となり、
設計変更の手間が減るメリットがあることも分かった。

④ 精算金額は、延長が延びたことと舗装復旧幅が広がったため想定よりも大きくなっ
たが、それらを除けば１割以内※と許容範囲内であった。

※全体の精算変更は 3 割超（延長が約 115% 増、舗装工が約 220% 増となったことが主要因）。

【 参考文献 】
　１）日本ダクタイル鉄管協会、「管路更新を促進する工事イノベーション 研究会（第２期）令和３年度研究経過報告書」、令和４年５月
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1. はじめに
　長浜水道企業団の給水区域は、長浜市全域
と米原市の旧近江町区域で、この地方は、琵
琶湖の北に位置することから湖北地方と呼ば
れ、古くから東海、北陸、近畿を結ぶ要衝の
地として、戦国時代には多くの武将が駆け巡
り、豊臣秀吉が織田信長から拝領し大名と
なったことから、何度も NHK 大河ドラマの
舞台として登場している。
　長浜城をはじめ姉川の合戦跡地や現存する
日本最古の駅舎などたくさんの歴史遺産や自
然に恵まれ、毎年多くの観光客にお越しいた
だいている。
　当企業団は、昭和 39 年に滋賀県初の広域
水道事業として、旧長浜市、近江町、虎姫町
区域への給水を開始した。
　その後、平成の大合併により、近江町が米

原市と、長浜市と虎姫町が近隣 7 町と合併し
たことで、長浜市が合併したエリアの水道事
業を段階的に企業団へ経営統合した。これに
より、現在は 5 水道事業、6 簡易水道事業を
経営している。
　長浜水道企業団水道事業は、水源を琵琶湖
に求め、急速ろ過方式による浄水処理を行い、
浄水処理能力 48,000㎥／日、1 日最大給水能
力 44,100㎥／日で旧長浜地区、旧虎姫町、旧
近江町に供給している。
　今後、びわ上水道事業、湖北小今賀簡易水
道事業エリアの統合を予定している。

２．共同施工の概要
　今回の工事は旧大井橋の撤去に伴い配水管
を移設するもので、推進区間は西日本電信電
話株式会社様（以下「NTT」：敬称略）管路と

03

旧大井橋撤去に伴う
他企業管との共同推進施工事例

工務課長

中川　貴博
工務課担当課長

上田　厚志
浄水課参事

澤井　賢治
●長浜水道企業団
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図1　長浜水道企業団の供給エリア

長浜水道企業団水道事業

びわ上水道事業

浅井上水道事業

湖北簡易水道事業

高月上水道事業

木之本上水道事業

余呉木之本簡易水道事業

西浅井簡易水道事業
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の共同施工となった。
　旧大井橋は旧虎姫町内にあり、約 70m の
長さがある。この橋に添架されている水道管

（φ 200mm 鋼管）は虎姫地区の主要幹線 3 路
線の 1 路線となっており、安定供給に必要不
可欠な管路である。また、NTT 管路も重要
幹線として添架されている。
　旧大井橋は、昭和 8 年に１級河川姉川に建
設された 1 車線の狭い老朽化した橋で、平成
5 年には 100m 下流に新橋が完成している状
況であった。
　旧大井橋については、管理者である滋賀県
が廃橋を決め、占用物件の移転が必要になっ
た。そこで、NTT 管路については、現状の
配線ルート変更には多額の費用が見込まれる
ことから、現ルートにおいて推進管工事によ
る移設を検討されていた。
　水道においては、基幹管路であることから
この配管に変わるものが必要であり、NTT

との情報共有の中から下記の 3 点について検
討を行った。
　①新橋への添架による移設
　②単独橋による移設
　③ NTT 管路との共同管推進による移設
　検討の結果、①については、施設管理者よ
り水道管の添架は不可であった。②について
は費用が高額となった。以上の検討から③の
NTT 管路との共同管推進による移設に決定
した。
　なお、NTT との施工に関しては、共同施
工に関する基本協定書を交わし、次の点を取
り決めた。
　①共同で使用する設備は、発進立坑、共同

管、到達立坑とし、この部分の工事発注、
設計、施工管理等の業務を NTT 側の工
事受託者に依頼する。

　②水道管路の布設、NTT 管路の布設は、
各々おこなうものとする。

図２　共同管推進部概要
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3．共同管推進部における水道管路の設計
（１）使用管材の選定
　当企業団では基幹管路のφ75 以上はダク
タイル鉄管のGX形を採用しており、今回は基
幹管路のφ200であることからGX形管とした。
　GX 形継手構造を図３、性能を表１に示す。

（２）共同管推進部の線形
　推進部はダクタイル鉄管のパイプ・イン・
パイプ工法で対応可能な曲率半径 200m の S
字カーブを含む延長約 200m の線形とした。

　共同管推進工事で使用する推進用鋼管（差
込み継手式鋼管）は、溶接を行わない継手形
式の鋼管で、カーブ推進に対応できる。 
　口径は水道管、NTT 管路のスペースと管
内作業を考慮して 800㎜とした。
　立坑の大きさからGX形管の管長は4mとし
ており、その場合の曲率半径 200m における
継手の屈曲角度は（１）式から求めることがで
きる。計算の結果、屈曲角度は 1.15°となり、
許容の1／2以内で施工が可能と判断できる。
　　　　　ℓ＝ 2Rtan　 - - - - - （１）
　ここに、ℓ：管長（m）
　　　　　Ｒ：曲率半径（m）
　　　　　θ：継手の屈曲角度（°）

（３）推力伝達リング
　GX 形継手には伸縮性能が有り、推進時に
継手が縮んでしまう。そのため、推力によっ
て継手が縮むことを防止して伸縮代を確保で
きる推力伝達リングを採用した（図５）。

図３　GX形継手の構造

項目 性能
継手伸縮量 管長の±１%
離脱防止力 3D kN（D：呼び径㎜）

許容屈曲角度 4°
地震時に曲がりうる

最大屈曲角度 8°

表１　GX形継手の性能

ゴム輪
ロックリングホルダ
ロックリング

θ
2

ℓ

図４　曲率半径と継手屈曲角度の関係

図５　推力伝達リング

推力伝達リング
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（４）共同管内の施工断面の検討
　共同管内への推進時の施工断面は、当初は
図６のように水道管を先に推進し、管上まで
グラウトを注入してから NTT 管路を推進す
る方法を検討した。
　しかし、この方法ではグラウト注入後の出
来形が計画のような水平にならない可能性が
あるため、図７に示す水道管と NTT 管路を
同時に推進する方法とした。

図６　当初計画案

図７　水道管とNTT管路の同時推進施工概要

A − A 断面

A

A

B

B

B − B 断面
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4．施工結果
　施工状況を写真１～９に示す。
　今回の工事では水道管の上に NTT 管 6 条
を取り付け推進するため、ローリング防止とし
て共同管内の全長にガイドレールを設置した。
　水道管の推進完了後、中詰め注入前に両端
に帽を接合して水圧試験を行った。

　試験では GX 形継手が伸びないように両端
を鋼材で固定して1.0MPaの水圧を負荷した。
３時間後の水圧は 0.99MPa となり、基準値
内であり低下がなく合格した。
　中詰めは延長が約 200m のため、NTT 管
路の上に取り付けた 3 条の塩化ビニル管を使
用して注入した。

写真１　発進立坑の状況

写真３　共同管推進状況

写真２　共同管推進用掘進機
（エースモールDL70N）

写真４　挿入設備設置状況
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写真５　ガイドレール設置状況

写真７　推力伝達リング取り付け状況

写真９　中詰め注入状況②

写真６　共同管内への推進状況

写真８　中詰め注入状況①
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5．おわりに
　今回の施工は、旧橋の撤去に伴う移設工事
となり、様々な検討から当企業団初めての他
企業との共同施工となった。また、1 級河川
下の共同管推進工事で、推進距離も長いうえ
NTT 管路との同時施工となり、当初は施工
できるか不安であったが関係者の創意工夫に
より無事施工することができた。
　GX 形管の布設により耐震化が図れ、虎姫
地区の安定供給に寄与できたと感じている。
今回の事例が、このような廃橋や水管橋の廃
止時、また他企業との共同施工例として参考
となれば幸いである。
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1. はじめに
　川西市は兵庫県の東南部に位置し、東は大
阪府池田市と箕面市に、西は宝塚市と猪名川
町、南は伊丹市、北は大阪府能勢町と豊能町
に隣接している。地形は南北に細長く、一級
河川猪名川が市の中心部を通って大阪湾に流
下している。
　南部は概ね平たん地で、阪急電鉄川西能勢

口駅及び JR 川西池田駅を中心として市街地
を形成しており、中部から北部にかけての丘
陵地には能勢電鉄が敷設され、大阪や神戸を
通勤圏とする自然環境に恵まれた住宅都市と
して発展している。北部は山岳の起伏に富み、
自然環境に恵まれている一庫ダム周辺地域は
猪名川渓谷県立自然公園に指定されている。
　また、川西市は武士社会を築いた清和源氏
発祥の地でもあり、市内には多田神社を中心
に多くの源氏ゆかりの神社仏閣、伝説が残っ
ている。武者姿の源満仲公をはじめとする源
氏ゆかりの武将や姫君が華麗な時代絵巻を繰
り広げる源氏まつりは、川西に春の訪れを告
げる風物詩となっている。

２．川西市の水道事業
　川西市の水道事業は、昭和 28 年 1 月から
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図 1　川西市の位置
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給水を開始して以来、市勢の発展、人口増加、
市街地の拡大とともに、水需要に応えるため
5 次にわたる拡張計画を進め、市民に安全安
心な水道水を提供してきた。令和 2 年度末現
在、給水人口は 155,654 人で、令和 2 年度の
一年間の総配水量が 15,817,652 ㎥、一日最大
配水量は 48,911 ㎥である。
　給水人口は年々、減少しており、水需要が
これまで以上に減少が見込まれる厳しい状況
にある中、川西市新水道ビジョンの基本理念

「安全な水道水を安定して送りつづけるため
に－信頼されるライフラインを目指して－」
の実現に向け、アセットマネジメント（資産
管理）計画に基づいて、老朽化施設・管路な
どの更新事業を実施している。

3．水管橋設置工事の概要
　今回実施した水管橋設置工事の概要を表 1
に示す。本工事は、兵庫県宝塚土木事務所発
注の「塩川橋架け替え工事」の新橋架け替え
に合わせて行うものであり、既設φ 150 鋼製
水管橋は昭和 48 年架設されたものであった
が、水管橋設置費は兵庫県が全額負担する補
償工事となった。
　水管橋の仕様は、兵庫県宝塚土木事務所お
よび河川管理者との協議の結果、パイプビー
ム形式の水管橋で進める方針となった。パイ
プビーム形式の水管橋として鋼製とダクタイ
ル鉄管製とを比較の結果、経済性において優
位であった FGX 形を用いるダクタイル鉄管
製水管橋を採用することで決定した。
　新橋への架け替えは、道路橋、水管橋の他
に関西電力とＮＴＴも架け替えを行う計画で
あり、作業工程は 4 者間で協議、調整しなが
ら決定した。道路橋施工の支障となることか

ら、道路橋施工期間中は水管橋を撤去するこ
とが求められた。水運用の検討の結果、仮設
配管がなくとも運用上の問題はなかったこと
から、水管橋前後のバルブを閉止し、道路橋
完成を待ってから新設の水管橋を架設する方
法をとった。

4．水管橋の設計
　水管橋の設計は日本ダクタイル鉄管協会技
術資料「ダクタイル鉄管による水管橋の設計
と施工」（JDPA T 41）に基づいて行った。設
計条件を以下に示す。
①管　　　　　種　1 種管（内面粉体塗装）
②管　　外　　径　D₂=169.0mm
③規 格 管 厚　T=7.5mm
④設 計 管 厚　t=6.5mm
⑤設 計 水 圧　P=1,000kN/m²
⑥水管橋の支間長　L=20.67m
⑦水管橋管体重量　WL=7.699kN（785.1kg）

工事名称 塩川橋水管橋設置工事

工事場所 川西市多田桜木 2 丁目　地内

工事内容

道路橋架け替え工事に伴い撤去さ
れた既設φ 150 鋼製水管橋に代わ
り、道路橋架設完了後、道路橋上
流側に同口径のダクタイル鉄管製
パイプビーム形式での水管橋を新
設するもの。

水管橋支間長 20.7m

配水管布設工 L=45.6m
（水管橋部 21.7m、埋設部 23.9m）

側面足場工 N=1.0 式

防凍工 L=21.7m

コンクリート
防護工 N=2.0 箇所

試掘工 N=4.0 箇所

表 1　工事概要
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⑧空気弁
　1）種類φ 75 上水用
　2）重量 WA=0.314kN（32.0kg）
⑨設計水平震度　Kh1=0.30
⑩風荷重
　Kh2=1.5kN/m²（風速40m/s相当）
⑪管の温度変化
　Δ T=50℃（40℃～−10℃）
⑫ダクタイル鉄管の弾性係数
　E=1.6 ×10⁸kN/m²
⑬ダクタイル鉄管の許容引張応力
　σa=1.4 ×10⁵kN/m²

⑭ダクタイル鉄管の線膨張係数
　α=1.0 ×10 −5/℃
⑮キャンバ
　αc = 支間長の 200 分の 1

　道路橋完成後の現地測量の結果、水管橋の
支間長を若干伸ばす必要があったことから、
請負業者に水管橋の再検討を依頼し、再検討
結果による管製作を指示した。最終決定した
水管橋の管路図を図 2 に、キャンバ線図を図
3 に示す。

図 2　水管橋管路図

図 3　キャンバ線図

5．水管橋仮組み検査
　日本ダクタイル鉄管協会規格「ダクタイル
鋳鉄製水管橋」（JDPA G 1043-2014）に基づき、
水管橋の仮組み検査が実施されたため、施工
業者とともに検査現場に立ち会った。

（1）検査内容
　橋長分の管を組立てた状態（仮組み）で、形
状の確認は目視によって行い、寸法の測定は
適切な計測器を用いて、橋長、キャンバ及び
軸心と水管橋中心線とのずれ量を測定するも
のである。測定結果の許容差を表 2 に示す。

支間長（m）
許容差（mm）

橋長 管自重時のキャンバ（管内空虚時） 軸心と水管橋中心線とのずれ量

20 以下
± 50

＋ 30
− 10 ± 30

20 を超え 25 以下 ＋ 40
− 13 ± 40

表 2　水管橋の許容差

［単位mm］

［単位mm］
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（2）測定方法と測定位置
　仮組み検査の測定方法は以下の通りであ
り、測定位置について図 4 に示す。水管橋中

央の空気弁による荷重条件は、同等のウエイ
トを載荷した。

写真 1　水管橋仮組み検査状況全景

写真 2　空気弁ウエイト設置状況

図 4　水管橋仮組み検査の測定位置

①橋長（水平） 橋長（水平）を測定する。

②キャンバ レベルによる高さ測定を行い、基準線に対する各測定位置
（LA ～ LH）の高低差からキャンバを算出する。

③軸心と水管橋中心線とのずれ量 各測点位置（σa ～σg）での軸心と水管橋中心線とのずれ
量を測定する。

［単位mm］
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（3）測定結果と照査
　水管橋の仮組み検査結果を以下に示す。測

定項目は全て許容差の範囲内であり、照査基
準を満たしていることが確認できた。

③軸心と水管橋中心線とのずれ量

単位 mm

条件 設計値 測定値 差 許容差 照査
自重時 21982 21975 − 7 ± 50 合格

表 3　橋長（水平）の測定結果と照査

表 4　キャンバの測定結果と照査

表 5　軸心と水管橋中心線とのずれ量の測定結果と照査

単位 mm

条件 キャンバ B キャンバ C キャンバ D キャンバ E キャンバ F キャンバ G

自重時

設計値 69 137 166 166 137 69
測定値 66.5 154.5 195.5 195.5 151.5 68.5

差 － 2.5 17.5 29.5 29.5 14.5 － 0.5
許容差 ＋ 40　－ 13
照査 合格

単位 mm

条件

自重時

設計値 0 0 0 0 0 0 0
測定値 5 9 10 15 17 21 7

差 5 9 10 15 17 21 7
許容差 ± 40
照査 合格

（4）組合せ記号の表示
　水管橋の仮組み検査が合格判定されたこと
から、今回の管とテーパリングの組合せで施
工ができるよう、管及びテーパリングの組合

せ部分には継手毎にそれぞれ異なる打刻が施
された。実際の施工現場においても管とテー
パリングの組合せに留意することを施工業者
とともに意思統一を図った。

図 5　組合せ記号の表示例（合マーク）

①橋長（水平）

②キャンバ

σa σb σc σd σe σf σg
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6．水管橋の施工
（1）架設工法
　水管橋の施工は、キャンバの調整や外面の
現場塗装が容易に行える単管足場によるス
テージング工法を採用して実施した。

（2）吊込み据付工法
　ステージングでの架設工法では一般に管を
1 本ずつ架設する方法がとられるが、本工事
は吊込み用重機の能力が一括吊込みの要件を
満たすことと、道路橋工事と供用することで
陸組み可能な施工ヤードが十分に確保できる
ことから、接合後に伸縮・屈曲することのな
い FGX 形の継手は足場の整った施工ヤード
で陸組みし、一括吊込みにより単管足場によ
るステージ上へ据付けた。FGX形の接合時は、
組合せ記号の合マークが水管橋仮組み検査時
の通りとなっていることを確認した。次いで
水管橋両端のGX形甲切管を1本ずつ吊込み
接合することで水管橋上部工の据付けが完了
した。なお、左岸側のGX形継手には水管橋の
回転を防止するための金具を取り付けた。

（3）キャンバ調整
　単管足場によるステージ上には、予め据付
高さに設定した管受台を設けることで所定の
高さで据付けられるよう配慮した。FGX 形
水管橋は出荷前に仮組みされていることか
ら、施工現場でのキャンバ調整は容易であり、
管受台を撤去した際には設計通りの緩やかな
アーチ形状となった。

写真 3　水管橋陸組状況

写真 4　FGX 形一括吊込み状況

写真 5　水管橋据付完了
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（4）施工工期
　張出し足場の設置から撤去に至るまで、水
管橋および前後の埋設配管に係る工程表を表
6 に示す。道路橋と関西電力との間で作業ス

ペースに制約のある難易度の高い施工であっ
たが、天候の影響を受けなかったことも幸い
し、当初の計画通りに延べ日数 13 日間で施
工を終えることができた。

日数 実働日数 （日）

工種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

張出し足場設置・
撤去工

橋台部掘削・
埋め戻し工

水管橋架設工

埋設部配管工

水管橋塗装工

橋台コンクリート
防護工

水圧検査工

水管橋防凍工

表 6　水管橋設置工事工程表

設置

掘削

右岸側

中塗り

型枠組み立て

埋め戻し

撤去

型枠脱型

左岸側

上塗り

生コン打設
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7．おわりに
　本工事は、兵庫県宝塚土木事務所発注の「塩
川橋架け替え工事」の新橋架け替えに合わせ
て行う工事であり、工事期間があらかじめ決
められているものであった。また、架け替え
に伴い、本工事のみでなく、関西電力、ＮＴ
Ｔも新橋への架け替え工事があり、当初予定
では、本工事を最初に施工する予定であった
が、作業工程の変更により関西電力の施工完
了後に施工を行うこととなった。そのため、
新橋と関西電力のケーブルとの間での作業と
いうことになり、作業スペース、工期ともに
厳しいものとなった。
　厳しい条件下での施工であったが、事前に
工場で仮組み検査を行い、橋長、キャンバ及
び軸心と水管橋中心線とのずれ量を測定し確
認していたため、現地での組み立て設置が円
滑に進み、工事を滞りなく完了することがで
き、監督員として満足のいく結果であった。
　本工事において、ダクタイル鉄管製水管橋
が性能、施工性ともに優れていたので、水管
橋を検討する際には、今後も候補の一つとし
て FGX 形を用いるダクタイル鉄管製水管橋
を検討していきたいと考える。
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1. はじめに（那須町の概要）
　那須町は、栃木県の最北端に位置し、首都
東京からは約170㎞にあり、東京から仙台間
の中間に位置している。
　那須連山と八溝の山並みに広がるわが町

は、北西部に那須連山の主峰、茶臼岳（1,915m）
がそびえ、今なお煙を吐き続けている。その
南斜面には、1390 年の歴史を持つ温泉があ
り、日光国立公園「那須温泉郷」として観光
の名所となっている。山麓地帯には別荘地や
テーマパークがあり、高原地帯には傾斜地を
利用した酪農が続き、中央部・東部地区は水
田地帯が広がっている。

図1　那須町の位置 写真1　那須連山の主峰茶臼岳
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1. はじめに（那須町の概要）
　那須町は、栃木県の最北端に位置し、首都
東京からは約170㎞にあり、東京から仙台間
の中間に位置している。
　那須連山と八溝の山並みに広がるわが町

は、北西部に那須連山の主峰、茶臼岳（1,915m）
がそびえ、今なお煙を吐き続けている。その
南斜面には、1390 年の歴史を持つ温泉があ
り、日光国立公園「那須温泉郷」として観光
の名所となっている。山麓地帯には別荘地や
テーマパークがあり、高原地帯には傾斜地を
利用した酪農が続き、中央部・東部地区は水
田地帯が広がっている。

　また、南東部の伊王野・芦野地区には、源
義経伝説や俳人松尾芭蕉に至るまで多くの史
跡があるほか林業や石材業の町としても発展
を続けている。

２．那須町水道事業の沿革
　那須町の水道は昭和3年に温泉郷である湯

本地区に簡易水道を整備・給水を開始して以
来、地区ごとに随時整備を行い、統廃合を繰
り返しながら、平成 24年 3月に現在の那須
町水道事業を創設し現在に至っている。詳細
は、表1のとおりである。
　水源は、茶臼岳の南斜面を中心に29箇所
を有しており、種別は様々で、表流水、伏流

図1　那須町の位置 写真1　那須連山の主峰茶臼岳

表1　水道事業の沿革

図2　給水区域と浄水場の位置

年　月 主なできごと
昭和3年1月 湯本地区に給水開始
昭和30年3月 湯本地区簡易水道の完成 （計画給水人口5,000人）
昭和35年8月 奥那須地区簡易水道の完成 （計画給水人口1,200人）
昭和43年3月 黒田原地区簡易水道の完成 （計画給水人口4,800人）
昭和46年3月 湯本上水道の誕生 （計画給水人口6,250人）
昭和48年3月 黒田原上水道の誕生 （計画給水人口6,000人）
昭和58年3月 那須北部地区簡易水道の完成 （計画給水人口1,800人）
平成10〜11年 平成10年8月末の豪雨被災による、浄水施設、送水施設等の災害復旧
平成12年3月 大畑・蓑沢簡易水道の完成 （計画給水人口550人）
平成15年3月 沼野井・稲沢簡易水道の完成 （計画給水人口840人）

平成22年3月
那須上下水道事業の誕生 （計画給水人口26,600人）

〈湯本上水道への黒田原上水道、及び奥那須、那須北部、沼野井・稲沢、大畑・蓑沢の各簡易水道の統合、
  並びに成沢・寄居及び横岡地区への拡張〉

平成24年6月 那須町水道ビジョン （計画期間：平成24年〜令和 3 年）
平成29 年3月 那須町新水道ビジョン （計画期間：平成29 年〜令和 8 年）
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水、地下水及び湧水等がある。
　浄水場は、全部で19浄水場あり、原水の
種類に応じて適切な浄水処理方法（緩速ろ過、
膜ろ過など）が選定されている。
　配水方式は、高低差を利用した自然流下方
式で管理しており、令和3年度における総配
水量は約504万㎥（給水人口約2万人）である。
　配水管路の管種別延長は、ダクタイル鉄管
93㎞（16％）、硬質塩化ビニル管411㎞（71％）、
石綿セメント管46㎞（8％）、その他32㎞（5％）
で構成されている。

　なお、町営の水道普及率（専用水道、民営
の上水道・簡易水道を除く）は、令和3年度
末時点で 81.9％であり、専用水道等を含めた
全体では 97.8％となっている。

3．那須町水道ビジョン
　那須町では水道ビジョンを作成するにあた
り、厚生労働省が示している「水道事業ビジョ
ン作成の手引き」に基づいて、「持続・安全・
強靭」の3つの観点から分析・評価を行い、
課題問題点等を抽出した。
　その結果、持続の観点から水道未普及地域
への給水、漏水防止対策の促進や人材育成・
業務の効率化など9項目、安全の観点から水
道原水の保全、水安全計画の策定など5項目、
強靭の観点から災害対策の取組など3項目の
課題が抽出された。
　これら17項目に及ぶ課題や、町の「第7次
那須町振興計画基本構想」で掲げる『みどり輝
き活気と笑顔あふれるまち　ふるさと那須』
を踏まえ、水道ビジョンの将来像を『安全な
水を暮らしに安定供給』とし、その将来像を
支える柱として次の３つを目標とした。

目標1   
　いつまでも皆様の近くに
　ありつづける水道

目標2   
　いつ飲んでも安全な
　信頼される水道

目標3   
　災害に強く、
　たくましい水道

図4　那須町水道ビジョンの枠組み（イメージ）

将来のあるべき姿

将来像 なにを目指すのか

目標 なにを実現するのか

施策 なにに取組むのか

図3　水道管の管種構成

ダクタイル
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鋼管
8km
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鋳鉄管
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3％

硬質塩化ビニル管
411km、71％

石綿セメント管
46km
8％

その他
5km
1％
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　今回は、目標１に掲げる「計画的な管路更新」、
目標３に掲げる「地震に強い管路の構築」にか
かる配水管路の更新に目を向けて記述する。
　那須町水道事業では、近年、管路延長の
79％に相当する硬質塩化ビニル管及び石綿セ
メント管の漏水対応に苦慮している。特に供
用40年以上経過した管路で漏水が目立つこと
から、更新優先度を最優先と位置付けている。
　また、耐震適合性がある管路は18.2％に留
まっていることから、今後、老朽管をGX形
ダクタイル鉄管や配水用ポリエチレン管へ更
新することで、経年管対策と併せた耐震化対
策を行っていく計画である。

4．ＧＸ形ダクタイル鉄管採用の経緯
　平成20年の水道施設の技術的基準を定め
る省令改正に伴い耐震管の採用が必須条件と
なった。これを受けて、今後採用すべき耐震
管の管種検討を行った結果、当町の配水管路

は大半が呼び径150mm以下の小口径である
ことから、採用する耐震管の候補としてGX
形ダクタイル鉄管と水道配水用ポリエチレン
管が挙げられる。
　両者を比較検討した結果、布設費のイニ
シャルコストでは水道配水用ポリエチレン管
が優位であったが、長期耐久性を考慮したラ
イフサイクルコストで優位となるGX形ダク
タイル鉄管を採用すべきとの結論を得た。
　また、当町の水道では、前述のとおり硬質
塩化ビニル管の漏水に苦慮してきたことか
ら、従来から採用している一般継手のダクタ
イル鉄管が、平常時の事故率が低かったこと
もGX形ダクタイル鉄管の採用理由になって
いる。
　もちろん、これまでの実績から、GX形ダク
タイル鉄管の耐震性も評価しての結論である。
　以上のことから、令和3年度から重要管路を
中心にGX形ダクタイル鉄管を採用している。
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図5　那須町と全国の水道普及率の推移
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5．直近の工事発注状況
　令和 3年度は、呼び径 250mm、施工延
長716.9 ｍの布設工事を実施した。本格的に
GX形ダクタイル鉄管を採用したのは、今回
の現場が初めての採用であったが、着手前に
技術講習会を行うなどして進めていたことか
ら、施工性も良く、スムーズに施工でき、滞
りなく工事を完了させることができた。
　令和4年度も、国の生活基盤施設耐震化等
交付金を活用し、呼び径250mm、施工延長
550mの発注を予定している。
　なお、当町の更新すべき配水管路は、相当
な延長があるため、来年度以降も優先順位を
つけて工事発注を継続する予定である。

6．おわりに
　那須町では、震度3以上の地震後、軟弱地
盤の布設箇所や老朽管ルートにおいて、時間
差で漏水が発生している現状がある。また近
年、台風などの影響により、傾斜地が多い那
須町は、小規模な河川も山間部で豪雨となれ
ば、瞬時に増水するなどの現象が頻繁に起き
ていることから、豪雨による配水管路被害に
も備える必要がある。
　GX形ダクタイル鉄管には、過去の大規模
地震や豪雨で被災がないことから、災害時に
被害を出さないことに加えて、従来使用して
いた一般継手ダクタイル鉄管以上の長寿命化
を期待しているところである。

写真2　工事の様子
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写真3　着手前の技術講習の状況

　また那須町水道は、一般に言われる小規模
事業体であり、財政にゆとりがあるとは言え
ない立場であるが、小規模事業体であっても
国の交付金制度等の活用により、今後もGX
形ダクタイル鉄管での管路更新が十分可能と
思っている。
　本報告が、全国の小規模事業体の管路更新
についての参考になれば幸いである。
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1. はじめに
　熊野町は広島県西部に位置し、広島市から
東南へ約12km の地点にあり、安芸郡に属
している。町の南部は呉市に接し、東部は東
広島市黒瀬町、北西部は広島市安芸区、北部
の一部が海田町に接している。町域面積は
33.76㎢、東西7.4km、南北8.4kmである。
　地形は周囲を山に囲まれた標高約220mの
高原状の盆地であり、町の北東から南西にか
けては原山、洞所山、嵩山（城山）、金ヶ燈篭山
など500～ 700mの山々が連なり、南部は石岳
山など400 ～ 500mの山地となっている。河
川は盆地の中央部を流れる熊野川、二河川と
平谷川の3本の二級河川が流れており、熊野
川は分水嶺より北流、二河川は南流している。
　本町は、江戸時代から伝わる筆の製造を産
業の中心として「筆の都」として栄えてきた町

である。
　天保9年（1838）に毛筆製造技術がもたら
されると、上方の職人の指導により技術普及
が図られ、筆の生産が盛んに行われるように
なり、熊野で製造された筆は芸州筆として、
全国に販売されている。「熊野筆」という名に
変わった今でも、熊野の筆作りは町の大きな
産業の一つで、その生産量は全国一である。
　また近年では化粧筆も注目を集めており、
高品質な熊野の化粧筆は愛
用者が多く、日本のみなら
ず世界の舞台や映画などの
メイクアップにも使用され
ている。
　歴史や文化の魅力を活か
した自然豊かな町である。

06

熊野町における
ダクタイル鉄管管路更新について

熊野町公営企業部上下水道課
工務企画グループ主任主事

中村　和広
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２．熊野町水道事業の沿革
　熊野町水道事業の事業計画は、以下のとおり。

　熊野町水道事業の管種別管路延長は、ダ
クタイル鉄管 52.1km、硬質塩化ビニル管
73.2km、ポリエチレン管 16.8km、その他
9.7km で構成されている。耐震管の割合は
13.4％、耐震適合性のある管の割合は57.7％
である。（令和３年度末時点）
　給水普及率は令和３年度末時点 92.2％であ
る。

創　設　認　可：昭和40年1月5日

最新認可（届出）：昭和61年9月30日

　　　　　　　　　　（平成26年12月9日）

計 画 給 水 人 口：26,270人（21,820人）

計画一日最大給水量：9,000㎥（6,570㎥）

時期 水道事業の沿革 備考

昭和34年 熊野町簡易水道　通水開始

昭和40年 熊野町水道事業　創設認可

昭和48年 第１期拡張事業　変更認可 上水道と簡易水道の統合

昭和52年 第２期拡張事業　変更認可 呉地浄水場の拡張

昭和56年 第３期拡張事業　変更認可 広島水道用水供給事業からの浄水受水

昭和61年 第４期拡張事業　変更認可 広島水道用水供給事業の受水量増加

平成26年 変更届 くまの産業団地の給水区域拡張

安芸太田町

安芸高田町
三次市

庄原市

神石高原町

福山市

府中市

尾道市

世羅町

三原市

東広島市広島市

竹原市

大崎上島市江田島市

大竹市

廿日市市

呉市

海田町

府中町

坂町

北広島町

熊野町

広島県

表1　水道事業の沿革

図1　熊野町の位置
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3．アセットマネジメントに基づく更新計画
　熊野町では、近年、管路延長の 48％に相
当する硬質塩化ビニル管の漏水対応に苦慮し
ている。特に供用30年以上経過した管路で
漏水事故が目立つことから、更新を計画して
いる。
　また、水需要予測により、給水人口及び給
水量ともに減少傾向が示されており、今後の
少子化・高齢化により事業収入の増加を見込
むことが困難であることからも、計画内容に
ついては、適宜見直しや適正化を図ることに
よって、事業規模や新技術の導入などにより、
コストの縮減を図ることが必要とされる。

4．NS形E種ダクタイル鉄管採用の経緯
　熊野町はこれまで、口径100㎜以下の管路

はポリエチレン管、150㎜以上の管路はK形
ダクタイル鉄管を主に採用していた。平成20
年の水道施設の技術的基準を定める省令改正
に伴い耐震管の採用が必須条件となった。こ
れを受けて今後採用すべき耐震管の管種検討
を行った。熊野町水道の管路は、殆どが150
㎜以下の小口径であることから、採用する耐
震管の候補としてNS形E種ダクタイル鉄管
とポリエチレン管が挙げられた。両者を比較
検討の結果、布設のイニシャルコストではポ
リエチレン管が優位であったが、長期耐久性
を考えたライフサイクルコストで優位となる
NS形E種ダクタイル鉄管を採用すべきとの
結論となり、平成29 年度より主要幹線道路
等の重要管路を中心にNS形E種管を採用し
ている。

写真1　工事の様子①

写真2　工事の様子②
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5．直近の工事発注状況
　平成29年度から令和3年度までのNS形
E種ダクタイル鉄管の施工実績は以下のとお
りである（表2）。平成29年度より試験施工
で導入し、採用当初は業者も施工経験がなく、
適切な施工及び管理が課題であったが、技術

指導や講習会を経て無事に工事を完了するこ
とが出来た。
　従来のK形ダクタイル鉄管に比べてNS形
E種管は軽量であり、接合箇所の施工手間の
軽減が期待され、施工性及び経済性に優れて
いる。

年　度 口径（㎜） 延長（ｍ） 路　線

平成29年度 呼び径150 331.3 主要地方道矢野安浦線

平成30年度 呼び径150 100.1 主要地方道矢野安浦線

令和２年度 呼び径150 356.6 主要地方道矢野安浦線

令和３年度 呼び径150 93.5 主要地方道矢野安浦線

6．おわりに
　近年全国的に地震や豪雨災害等が多発して
いる状況にあり、水道施設や管路の維持管理
を適切に行っていくことが重要であり、NS
形Ｅ種ダクタイル鉄管の採用は、災害時に被

害を出さないことに加えて、長寿命化を期待
するところである。本報告が全国の小規模事
業体の管路更新について参考となれば幸いで
ある。

写真3　工事の様子③

表2　年度別施工実績
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福岡市水道局

三田市上下水道部

米子市水道局

豊田市上下水道局

秋田市上下水道局

日本水道協会
北海道地方支部

111号でご協力いただいた事業体

東京都三宅村役場
企業課水道係

大島
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日本水道協会北海道地方支部

　平成 29 年 12 月、政府の地震調査研究推進本部が、今後 30
年以内に千島海溝沿いで超巨大地震（M8.8 程度以上）が発生する
確率が７～ 40% であることを公表しました。この公表を受け、日本
水道協会北海道地方支部では、平成 30 年５月、超巨大地震により
水道施設が被害を受けた際の受援・応援体制の構築に必要な調査及
び検討を行うことを目的として「千島海溝沿い超巨大地震検討小委
員会」を立ち上げました。
　この小委員会では、令和元年５月に第１回検討会を開催してから、
これまでに計７回の検討会（研修会を含む）を開催しており、以下の
取組を進めています。

　近年は、新型コロナウイルスの感染状況
を踏まえながら、 参集会議と WEB 会議を
使い分けて検討会を開催しています。
　令和４年度は、津波災害警戒区域を有す
る市町を対象に実施した、超巨大地震の被
害想定に基づく水道施設の被害調査を取り
まとめ、受援・応援マニュアルの作成に向
けた取組を実施する予定です。
　また、危機意識の共有や情報伝達経路等
の確認、受援・応援体制の確立を目的とした、
各地区との連携による災害対策訓練を実施
するための準備を進めていきます。
　北海道地方支部では引き続き、超巨大地
震の発災に備え、地方支部内の更なる体制
強化を図るとともに、道内外の水道事業体
や関連団体との相互連携を深めていきます。

「千島海溝沿い超巨大地震検討小委員会」の取組

検討会の様子（令和元年 5 月）

委 員 長　札幌市水道局
副委員長　旭川市水道局、
　　　　　釧路市上下水道部
委　　員　旭川市水道局、小樽市水道局、
　　　　　釧路市上下水道部、
　　　　   苫小牧市上下水道部、
　　　　　函館市企業局、室蘭市水道部
事 務 局　札幌市水道局
オブザーバー　北海道

検討事項 活動実績
想定される地震と水道施設の被害状況 被害想定に基づく水道施設の被害調査
被災事業体への応援態勢 受援モデルのイメージ作成
道内における給水車の応援可能状況 応援派遣が可能な給水タンク車の状況

調査
備蓄物資に関する状況の確認 備蓄物資の状況調査
応急復旧資機材の確保・調達に関する
調査

協定の締結（令和３年７月「災害時にお
ける資機材の供給協力に関する協定」
一般社団法人日本ダクタイル鉄管協会）

応援活動に必要な情報の整理・準備 各地区の図面及びマニュアル類集約
給水基地・中継施設のリスト化 各リスト作成
受援・応援マニュアルの作成 各種課題整理
他地方支部からの応援可能状況 応援派遣が可能な人員や積雪寒冷地仕

様の給水タンク車の状況調査

組 織 体 制

地震調査研究推進本部事務局．“ 超巨大地震（17 世紀型）”．文部科学省
https://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_kaiko/rs_tokachi-etorofu_17th/
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秋田市上下水道局

　毎年のように大規模な自然災害が全国各地で起こっています。水
道施設が被災し、広範囲の断水が発生した場合、市民生活に重大な
影響を及ぼすことから、その影響を最小限に抑える対策を進めてい
くことが、水道事業者の使命と考えています。
　秋田市上下水道局では、災害等による停電時に、風力発電による
電力供給システムを確立しています。これは、２０１１年３月の東日
本大震災を教訓とした停電対策の一つです。震災当時、本市では長
時間の停電により、電気の復旧があと少し遅れたら配水池容量が空
になるという、断水寸前の事態を経験しました。この教訓から、主
力浄水場の一つである豊岩浄水場に非常用発電機を設置するととも
に、民間事業者が売電を目的に計画していた秋田国見山第二風力発
電事業に出資し、停電時に風力発電から無償で受電できる体制を日
本で初めて構築しました。風力発電から供給される電力は、場内に
設置されている蓄電池を経由して送電され、風速５．０ｍ／秒以上で
あれば、風力発電機４基によって、豊岩浄水場の機能維持に必要な
電力量が常に発電されることとなります。

　人の生活に欠かせない水を、いつでも
使うことができる「あたりまえ」を、今後
も市民の皆様に供給できるよう、持続可
能な水道サービスの実現を目指し、業務
を遂行していきたいと考えています。

風力発電による停電時の電力確保に向けた取り組み

秋田国見山第二風力発電所

豊岩浄水場

秋田市上下水道局
マスコットキャラクター

「カンちゃん」

豊岩浄水場の場所
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東京都三宅村役場企業課水道係

工事写真

大路池（およそ 2500 年前の噴火でできた火口湖）

溶岩流の上に敷かれた「火山体験遊歩道」

国の天然記念物「アカコッコ」

　三宅島、ここは東京から南へ約 180㎞の位置にある、東京の山
手線内側とほぼ同じ大きさの島で、給水人口は約 2,400 人、保有
している管路延長は約 104km。富士火山帯に含まれる島の大部分
は、富士箱根伊豆国立公園に指定されています。
　ここ 100 年間に 4 回の噴火活動が起きており、島内には度重な
る噴火でできたジオスポットが多数存在しています。
　島内の水源は、過去の水蒸気爆発によって形成された火口湖、大
路池（たいろいけ）周辺の地下水を膜ろ過処理にて使用している他、
10 カ所の井戸を利用しています。
　現在は管路の耐震化、適切な流量の確保を目的に管路更新を進
めており、φ50 については S50 形ダクタイル管を採用しています。
昨年度は阿古地区、神着地区で布設工事を実施するなど、島の安
定給水確保のため、計画的な更新を実施しています。
　火山のイメージが強い三宅島ですが、黒潮が直接あたる影響で近
海では珊瑚の群生や大型回遊魚、色鮮やかな熱帯魚など様々な生き
物と出会え、柱状節理や海中アーチなど火山島ならではの独特かつ
ダイナミックな地形が海中に広がっております。また、国の天然記念
物である「アカコッコ」や「カラスバト」、「イイジマムシクイ」などの
限られた地域でしか見る事の出来ない野鳥が観察できるなど、火山
以外にも大自然の魅力がつまっています。是非この記事をきっかけ
に三宅村まで足を延ばしてはいかがでしょうか。

東京都の南に浮かぶ火山島・三宅島
活火山地域で安定給水を確保
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豊田市上下水道局

「水道フェスタ in とよしば」会場の様子

耐震体験管展示

　豊田市上下水道局では水道週間に合わせ、市民の皆様に水道事
業の現状等について理解を深めていただくことを目的として「水道
フェスタｉｎとよしば」を開催しました。
　普段見ることのできない水道管や耐震管などの展示や、水道水を
利用する皆さんに知ってもらいたい水道事業や料金のことが記載さ
れたパネル展示のほかに、音楽好きの市職員が集まって結成された
バンドの生演奏やぷかぷか人形すくいなど、子供から大人まで楽しめ
る内容に、地元の小中学生や家族連れなど多くの方が訪れ賑わいま
した。
　耐震体験管では思い切り引っ張っても抜けない耐震管の強さを体
験してもらい、「私の地域には耐震管が入っているの？」と局職員に
質問している方も見られ、水道というインフラの関心度の高さが伺え
ました。
　市民の皆様に水道事業の現状等について理解を深めていただくた
めにも、「水道週間」や「水の週間」などに合わせ、市民への周知活
動を引き続き実施していきたいと思っています。

水道管の秘密を　見て！さわって！体験して！
水道フェスタinとよしば

水道事業や料金に関するパネル展示

バンド演奏の様子
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三田市上下水道部

パネル展示

監視室

　三田市上下水道部では、水道週間に合わせ浄水場の見学会を開
催しています。
　近年はコロナ禍による感染状況に配慮し、令和 2 年度から水道週
間に関するイベントを中止していましたが、令和 4 年度より再開する
ことといたしました。
　イベントの再開に際しては、少しでも市民の皆様に水道事業への
関心を深めていただくため、新たな取り組みとして市役所本庁舎１階
ロビーに展示スペースを設け、耐震継手構造が分かるダクタイル鉄管

（GX 形）のカットサンプル模型やパネルを使って、管路耐震化の有
効性を理解していただく展示を行いました。
　また、浄水場の見学会では、模擬実験装置を使い河川から取水し
た原水に PAC を加えることにより、凝集沈殿・ろ過していく様子や、
活性炭による浄化能力を体験していただくと共に、場内施設や中央
監視室を見学していただきました。参加者からは使用後の活性炭の
再活用や、三田市の水道水の性質（軟水）についての質問があり、
環境に対する関心の高さがうかがえました。
　2 年ぶりの開催でしたが、水道週間のイベントを通してお客様と通
じ合い職員一人ひとりが水道事業に向き合ういい機会になったと感じ
ています。
　今後も手作りながら心のこもったイベントを続けていくことで、お
客様と職員がつながる機会を大切にしていきたいと思います。

3年ぶりの水道週間イベント開催

場内見学

給水車展示
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米子市水道局

　米子市水道局では、職員及び指定工事事業者を対象に配管技術
の習得と現場における指揮レベルの向上を目的として、平成 18 年
から毎年、配管講習会を開催しています。現場経験のある技術系職
員の退職に伴い技術の継承が難しくなる中、職員の技術力を確保し
日々の業務の質を高めるとともに、近年多発する自然災害において
被災地の復旧支援に赴く際、迅速に復旧作業にあたることができる
よう研鑽を積んでいます。
　今年度、指定工事店に向けては、日本ダクタイル鉄管協会から講
師を招き、「ダクタイル鉄管の施工と施工管理のポイント」について
講習会を実施しました。一方、職員に向けては、数年かけて講習会
を受講し、米子市水道局配管工資格の登録を目指します。講習会は、
「労働安全対策」の座学に始まり、鋳鉄管継手（フランジ形、Ｋ形、
ＧＸ形）の施工、各種配管材料の接合、分水栓分岐からメーター取
付け、漏水の修繕などの実技を行います。指導は技術系職員が行い、
製品の特長や施工方法、管理、安全対策などの説明を受けながら、
事務系職員を含めた希望する職員全員が課題に取り組みます。
　講習会を受講し、定められた水準以上の技術を習得したと認めら
れた職員には、米子市水道局配管工の資格が与えられ、次の講習
会では受講者の指導にあたります。講習終了後には、指導者、受
講者双方の意見をもとに講習内容の改善点などを総括し、今後の講
習会がより良いものとなるよう、職員全体で講習会のレベルアップを
図っています。また、新たな取り組みとして今年度は、近隣自治体
からの受講生も受け入れました。
　米子市水道局では、水道施設の強靭化というハード面での施策は
もとより、独自の配管工登録制度と配管技術講習会を通して職員及
び指定工事事業者の自己啓発を促し、人材を育成するというソフト
面での取り組みにより、将来にわたり安全で安心な水道水を持続的
に供給するという水道事業の使命を果たしていきたいと考えます。

未来への技術継承に向けて

講習会（実技）

座学 1

座学 2

座学 3
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福岡市水道局

　福岡市の水道事業は、大正 12（1923）年に曲渕ダムと平尾浄水
場の完成により始まり、令和５（2023）年３月１日に 100 周年を迎
えます。この節目を迎えるにあたり、福岡市の水道を “ 未来へ、つ
なぐ。” 決意のもと、本年３月から「１００周年記念事業」を実施して
います。
　平尾浄水場跡（現・福岡市植物園）でのオープニングイベント、曲
渕ダム水源祭での記念植樹、国・県、水源地域・流域など多くの関
係者のご臨席のもと開催した記念式典をはじめ、水道事業の歴史等
を紹介する特設サイトの開設やマスメディアとのタイアップ事業など、
広報事業を実施しています。今後も子ども向け職業体験プログラム

「Out of KidZania」など多彩なイベントや広報事業を予定しており、
周年史の編纂も進めています。
　これらの事業を通じて、これまで福岡市の水道事業を支えていた
だいた市民をはじめ水源地域・流域など、全ての関係者の皆さまに

「感謝」を伝えるとともに、世界トップの低い漏水率など福岡市水道
の「スゴイ！」を知っていただきたいと考えています。また、今後も環
境の変化に柔軟に対応し、様々な課題の解決に果敢にチャレンジし
ながら、持続可能な水道事業の実現を目指す「決意」を発信してまい
ります。

福岡市水道創設100周年　～未来へ、つなぐ。～

「曲渕水源祭」（６月１日）

「100 周年記念式典」（８月２６日）

海水淡水化水「飲む海水」リニューアル発表 「Out of KidZania」
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　YouTube を検索すると、「簡単〇〇術」とか

「たった 3つの材料で作る〇〇」など興味をそそら

れるタイトルの動画がたくさん見つかります。何かに

挑戦しようとしたときに、大概のことはYouTube

を参考にできるので便利な世の中になったものだと

感心しています。おかげでこれまで壁紙の貼替えや

テーブルの塗装替え、チーズケーキ作りなど、いろ

いろなことに挑戦することができました。

　そんな中、２年前にUVレジンを使ったアクセサリー

作りに出会い夢中になりましたので、下手の横好き

ではありますがその一端をご紹介したいと思います。

１．きっかけ
　はじめからアクセサリーを作ろうと思っていたわけ

ではありません。最初は重箱などに施される螺鈿

（らでん）という技術に魅せられて、螺鈿漆器を作っ

てみたいと思いYouTubeを検索しました。しかし、

漆塗りは材料費が高いうえ製作に時間がかかること

が分かったので、もっと手軽にできるものはないか

と検索を続け、UVレジンを使った螺鈿風ペンダント

作りを紹介しているチャンネルを見つけたのがきっ

かけです。

広島市水道局　技術部　
維持担当部長

鬼 村  和 人

２．ＵＶレジンとは
　UVレジンは、紫外線やLEDライトを照射するこ

とにより硬化する液体で、シリコン製のモールド（型）

を使えば、簡単に色々な形のものを作ることができ

ます。紫外線の照射には市販のUVライトを使用し、

２分程度で硬化させることができます。

　また、硬化前に専用の着色剤を混ぜることで様々な

色のものができますし、ドライフラワーや金箔など

を封入することもできます。硬化後にはUVネイル

で表面を色付けすることができますし、ヤスリで

削ったり逆にUVレジンを追加して形を整えたりする

こともできますので少々失敗しても修復できます。

　ただし、硬化前に着色剤を混ぜる場合は、できた

気泡を硬化前にしっかり取り除くことや、黒など濃い

色は紫外線が透過しにくいので、何層にも分けて照射

することが美しい仕上がりのためのコツとなります。

ドライフラワーのバレッタ
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私の好きな時間

３．アクセサリー作り
　アクセサリーは、UVレジンで作った本体と、指輪

やイヤリングなどの金属パーツを組み合わせて作り

ます。飾付けには、ドライフラワーやシェル、金箔、

パール、ストーンなどのデコレーションパーツを

駆使することで、様々なパターンのものを作ること

ができます。デコレーションパーツやUVネイルな

どは、ネットショップのほか専門店や100均で購入

します。パーツやネイル関連の商品をお店で買う場

合は、ほぼ女性だけの中に突入することとなるので

今でも勇気がいりますが、おどおどするとかえって

怪しいおじさんになってしまいますので敢えて堂々

と振舞っています。

　アクセサリーの製作手順は様々ですが、主にはUV

レジンで本体を作り、金属パーツとくっつけて仕上

げのデコレーションを追加して完成します。最初の

ころはひとつ作るのに2時間から長い時で4時間ほ

どかかっていましたが、最近では簡単なものは1時

間程度で製作できるようになりました。

　これまで指輪やイヤリング、ピアス、バレッタ、

ヘアクリップ、ヘアゴム、ヘアピン、ペンダントなど、

YouTubeを見て気に入ったものを手当たり次第に真

似して作ってきましたが、初めてイヤリングを作っ

たときはどういう構造か知らなかったので戸惑いま

した。特に、ぶらぶらするタイプのイヤリングを作

る場合、耳たぶの向きを考えて飾り面を正面に向け

るのか左右に向けるのかが分からず悩みました。

４．作る楽しさと使われる喜び
　最初のころは面白くて土日で２～４個作っていた

のでかなりの数になりましたが、身に着けるもの

ですから好みが分かれ、全く使われない可哀そうな

ものもあります。妻や二人の娘たちが使ってくれて

いますが、デザインや色味の好みはみんな違うこと

が改めて分かりました。

　そんな中、ときどき

娘が友人や先輩にイヤ

リングを褒められたと

言ってくれます。「父

が作った」と説明する

と、「お父さんも着け

るの？」とよく聞かれ

るそうです。私は着け

ませんけどね。そもそも私のようなおじさんがアク

セサリーを作ると言ったら、「え？」という反応が

多いです。想定外のことが起きて思考停止に陥る

ようです。

　なんでもそうですが、

自分で物を作るというの

は達成感が得られるもの

です。特にアクセサリー

に関しては妻や娘が使っ

てくれるのが嬉しいです

し、リクエストが来たときはやる気が倍増します。

　最近は近くを見るのに眼鏡を外さなければ焦点が

合いませんので、アクセサリーを作った後は目が

とても疲れますが、今後はより手の込んだ豪華な

見た目のアクセサリーに挑戦してみようと思って

います。また、アクセサリー以外ではスマホケース

などのデコレーションや、魚釣りで使うルアー作り

などにも挑戦したいと思っています。イメージ

どおりにできたときの達成感と、自分で作ったも

のが実際に使われる喜びをモチベーションに、これ

からもUVレジンで色々なものを作っていきたいと

思います。

シーグラス風ヘアクリップ

ターコイズ風イヤリング

指輪
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2022 年度日本ダクタイル鉄管協会セミナー開催予定

支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

北海道 １１月１日
札幌市

会津若松市上下水道局 副局長兼上水道施設課長
鈴木　勇人 氏

会津若松市水道事業における水道わかまつ
アクションプランと水道 DX の取組

旭川工業高等専門学校 校長（北海道大学名誉教授）
五十嵐　敏文 氏

公共事業で発生する自然由来重金属等への対応
～北海道新幹線建設を例として～

東北

10 月 26 日
仙台市

北海道大学大学院 工学研究院 環境工学部門 環境リスク工学研究室 教授
松井　佳彦 氏

水道水質基準と
レギュレトリーサイエンス

熊本市上下水道局 計画整備部 計画調整課 技術監理室 室長
本田　義晴 氏

熊本地震からの復旧
～災害対応管路としての品質管理～

2023 年 1 月 19 日
盛岡市

金沢大学 名誉教授
宮島　昌克 氏

上水道防災学のすすめ
～耐震化から強靭化へ～

独立行政法人 水資源機構 理事
熊谷　和哉 氏 水道第四世代の創生

関東

7 月 20 日
さいたま市

横浜市水道局 配水部長
江夏　輝行 氏 水道料金改定と管路整備

東京大学工学系研究科 社会専攻 教授
沖　大幹 氏 水と気候変動と持続可能な開発

9 月 6 日
新潟市

八戸圏域水道企業団 工務課長
内宮　靖隆 氏 ICT 技術を活用した耐震管布設工事

東京大学生産技術研究所 准教授
清田　隆 氏 液状化防災の高度化に関する研究紹介

9 月 30 日
水戸市

石巻地方広域水道企業団 建設課 技術副参事兼建設課長補佐兼建設管理係長
佐々木　知洋 氏 東日本大震災に係る水道施設の復旧

筑波大学 システム情報系 教授
庄司　学 氏 上下水道インフラの防災・減災技術

11 月 7 日
長野市

厚生労働省 医薬・生活衛生局 水道課長
名倉　良雄 氏 最近の水道行政と今後の水道について

東京都市大学 建築都市デザイン学部 都市工学科 教授
長岡　裕 氏

これからの水道技術の考えかた
― 水源・浄水場・管路・ユーザーの直列
システム全体をとらえることの重要性 ―

12 月 1 日
静岡市

新潟市水道局 秋葉事業所 所長
山本　真司 氏

新潟市における
「施設能力の適正化」の取り組み

京都大学大学院 工学研究科 教授
清野　純史 氏 ライフライン地震防災と今後の展望

2023 年 1 月 25 日
千葉市

公益財団法人 給水工事技術振興財団 専務理事
石飛　博之 氏 未定

東京都立大学 都市環境学部 特任教授 水道システム研究センター 所長
小泉　明 氏 未定

終了しました

終了しました

終了しました
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支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

中部 11 月 28 日
名古屋市

呉市上下水道局 技術部 副部長
増木　誠治 氏

豪雨災害後の災害に強いまちづくりの
推進について

東京都市大学 建築都市デザイン学部 都市工学科 教授
長岡　裕 氏

これからの水道技術の考えかた
― 水源・浄水場・管路・ユーザーの直列
システム全体をとらえることの重要性 ―

関西

9 月 13 日
大阪市

千葉大学大学院 工学研究院 融合理工学府 地球環境科学専攻 都市環境システムコース 教授 
丸山　喜久 氏

近年の自然災害時における
ライフライン施設の機能支障

東海国立大学機構 名古屋大学 減災連携研究センター 共創社会連携領域 准教授
平山　修久 氏

水道文明と水道文化から
レジリエントな水道を考える

11 月 15 日
京都市

京都大学大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 環境システム工学講座 教授 
伊藤　禎彦 氏

水道料金値上げに対する容認度を
高めるためのコミュニケーション技術

石巻地方広域水道企業団 建設課 技術副参事兼建設課長補佐兼建設管理係長
佐々木　知洋 氏 東日本大震災に係る水道施設の復旧

関西・
中国四国

共催

2023 年 1 月 17 日
高知市

関西大学 環境都市工学部 都市システム工学科 教授
飛田　哲男 氏 未定

熊本市上下水道局 計画整備部 計画調整課 技術監理室 室長
本田　義晴 氏

熊本地震からの復旧
～災害対応管路としての品質管理～

中国
四国

11 月 17 日
広島市

東京都立大学 都市環境学部 都市基盤環境学科 准教授
荒井　康裕 氏 未定

公益財団法人 水道技術研究センター 常務理事
清塚　雅彦 氏

水道の事故と
アセットマネージメント

九州

10 月 13 日
福岡市

近畿大学経営学部経営学科商学研究科 教授
浦上　拓也 氏 水道事業の持続可能性について

公益財団法人 水道技術研究センター 常務理事
清塚　雅彦 氏

水道の事故と
アセットマネージメント

11 月 29 日
那覇市

千葉大学大学院 工学研究院 融合理工学府 地球環境科学専攻 都市環境システムコース 教授
丸山　喜久 氏

近年の自然災害時における
ライフライン施設の機能支障

福岡市水道局 整備推進課長
田中　辰夫 氏

福岡市における配水管の更新・耐震化の
取り組みについて

埼玉会場 【 7月20日】

東京大学工学系研究科 教授　沖 大幹 氏 横浜市水道局 配水部長　江夏 輝行 氏 ロビーではパネル展示等も

終了しました

終了しました
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暮らしをつくる。未来をつくる。―「下水道展’22東京」に出展
　8月2日～5日の4日間、東京ビッグサイトで「下水道展’22東京」が開催され、日本ダクタイル鉄管協
会も「下水道・暮らしの未来を支えるダクタイル鉄管」をテーマとして出展しました。
　ブースでは強靭で持続可能なライフラインを構築するダクタイル鉄管を表現し、メイン展示を円形
で構成しました。通路を行き交う来場者に向けて、デザインマンホール蓋や大型モニターでブースをア
ピールするほか、GX形管やNS形E種管のカットサンプルをパネルとともに紹介し、耐震手動模型やGX
形伸縮手動模型などを触って構造を理解していただきました。ブースには1日約100人前後が来場し、
来場者からは、ダクタイル鉄管の設計についての質問なども寄せられ盛況を呈しました。
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規格ニュース
JWWA G 113,114（水道用ダクタイル鋳鉄管 , 異形管）
JWWA G 120,121（水道用ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 , 異形管）

下記の表の内容を主な改正点として、令和 4 年 7月15日付けで改正された。
表　主な改正点

図　ＰＮ形の継手構造

規格 接合形式 改正前（2015 年版） 改正後（2022 年版） 改正内容【理由】

JWWA
G

113
・

114

NS形 （改正点なし） −

S形 （改正点なし） −

US形 SB 方式､ VT 方式､ LS 方式 （LS方式のみとなり方式の規定
なし）

SB･VT 方式を削除【出荷実績が
なくなり LS 方式に集約】

PⅡ形 （規定あり。呼び径300〜1350）（規定なし） PⅡ形を削除【出荷実績がなくな
った（PN 形に移行）】

PN形

①セットボルトのある継手構造
②異形管は、受挿し短管（呼び径

300〜1100）のみ

①セットボルトの無い継手構造
②異形管は、受挿し短管（呼び径

300〜1100）、曲管（400〜
1500）

③直管は、通常の直管とDGタイ
プの 2 種類

（更に、解説で溶接リング付き、
フランジ ･ リブ付きが記載）

JDPA G 1046 のPN形に変更
【改正前の継手構造の管の出荷実
績がほとんどなくなり、改正後の
ものに置き換わった】
①継手構造を下記の図に示す
③【直管の押込み配管で施工延長

を伸長等できるラインアップが
追加された】

UF形 （改正点なし） −

K形 T 頭ボルト･ナットはダクタイル
鋳鉄製

T 頭ボルト･ナットはダクタイル
鋳鉄製又はステンレス鋼製

T 頭ボルト･ナットの材料にステ
ンレス鋼を追加【耐食性向上】

T形
直　管 : 呼び径75〜2000
異形管 : 呼び径75〜250

直　管 : 呼び径75〜250
異形管 : 呼び径75〜250

呼び径300〜2000の直管を削
除【前回改正以降の出荷実績がほ
とんどない】

U形 （改正点なし） −

フランジ形 （改正点なし） −

JWWA
G

120
・

121

GX形

①対象呼び径75〜300･400
②75〜300の各呼び径で1種類

のG-Link
③〔呼び径75〜250 ゴム輪（直

管用､ P-Link用）〕

①対象呼び径75〜400
②75〜300の各呼び径で2種類

のG-Link
③〔呼び径75 〜250 ゴム輪（直

管用､ P-Link用）〕

①呼び径350を追加（400と同様
にP-Link、G-Linkの規定なし）

②新しい形状 ･ 寸法のG-Link追
加（離脱防止性等の性能及び施
工方法に差異はなく､使い分け
はない）

③形状 ･ 寸法、物性を変更【呼び
径300･400のゴム輪の形状･
物性を取り入れて改良】

（呼び径 300～ 800）
注記　押輪及びボルトは呼び径 700･800 で使用。B 部詳細

C 部詳細

B 部

C 部

押輪

押輪

ボルト

ボルト

ロックリング

ロックリング

スプリング

ゴム輪

ゴム輪

（モルタルライニング）

（モルタルライニング）

（呼び径 900～1500）

改正前のＰＮ形受口

ロックリング挿入用長穴なし
（継手接合時のロックリング挿入なし）

セットボルト用
タップ穴

ロックリング
挿入用長穴
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●巻頭言には 3 年ぶりに開催となった全
国会議（水道研究発表会）の開催地名
古屋市の河村市長に「名古屋市水道事
業における施設整備」と題して長期的な
視点に立ったアセットマネジメントによる
名古屋市の計画的な更新事業の取り組
みに関して原稿をいただきました。

●座談会は、「水道マンを育てる土壌　～名
古屋市の技術の継承と人材育成につい
て～」と題して、新型コロナウイルス感染
症対策を行い、107 号以来の対面で実
施しました。全国の水道事業体の悩み
は遅 と々して進まない更新・耐震化、そ
して技術の継承・人材育成にあります。
名古屋大学の平山准教授をお招きして、
名古屋市における人材育成プログラムの
紹介、職員に対する技術継承の取り組
み、工事業者の育成・ポイント、周辺事

業体との意見交換など、多くの水道事
業体が参考にすべき意見を頂戴しまし
た。先生からも貴重な提言も頂きました
ので、ぜひご一読ください。

●技術レポートでは大口径管の更新、小規
模簡易 DB 方式による配水管布設替、
他企業管との共同推進工事、道路架
け替え工事に伴う水管橋設置工事、
GX 形、ＮＳ形Ｅ種を採用した事業体か
らの報告など、他事業体の参考となる
6 本のレポートを掲載しています。

●新型コロナウイルス対策として、マスクの
着用、手洗い、うがいが欠かすことが
できません。手洗い、うがいをするため
には水道水が必要です。あらためて安
全で安心な水道水を持続的に供給され
ている全国の水道事業体職員に感謝申
し上げます。
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編集後記

東京都千代田区九段南4丁目8番9号（日本水道会館）
電話03（3264）6655（代）	 ＦＡＸ03（3264）5075
大阪市中央区南船場4丁目12番12号（ニッセイ心斎橋ウェスト）
電話06（6245）0401	 ＦＡＸ06（6245）0300
札幌市中央区北2条西2丁目41番地（札幌2・2ビル）
電話011（251）8710	 ＦＡＸ011（522）5310
仙台市青葉区本町2丁目5番1号（オーク仙台ビル）
電話022（261）0462	 ＦＡＸ022（399）6590
名古屋市中村区名駅3丁目22番8号（ 大東海ビル）
電話052（561）3075	 ＦＡＸ052（433）8338
広島市中区立町2番23号（野村不動産広島ビル8階）
電話082（545）3596	 ＦＡＸ082（545）3586
福岡市中央区天神2丁目14番2号（ 福岡証券ビル）
電話092（771）8928	 ＦＡＸ092（406）2256








